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手順を確認する . 

パソコンの設定をする . 

F 日 MA PC 設定ソフトについて ...... 

各種設定の方法 . 

設定した通信を実行する . 

W - TCP の設定 . 

接続先 （ APN ) の設定 . 

ダイヤルアップネットワークの設定 

ダイヤルアップの設定を行う . 

AT コマンドー覧 . 


FOMA ⑩ N60 M 

データ通信マニ ュ アル 


データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA N 目01 i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD - 
ROM 内の 「 N 目01 i 通信設定ファイル（ドライバ ）」 「FOMA PC 設定ソフト」のインストール方法な 
どを説明しています。 

Windows XP の操作手順について 

本マニュアルでは 、 Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっております。お使いの環境 
によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 
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FOMA 端末とパソコンを接続して利用でをるデータ通信は、パケット通信と 64K データ通信 
に分類されます。 

♦パケット通信 

受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps の通信速度でデータを送受信します。パケット通信は通 
信時間や距離に関係なく、送受信されたデータ量に応じて課金されます。データ量の大さいファ 
イルの送受信を行った場合、通信料金び高額になりますのでご注意ください。 FOMA ネットワー 
クに接続された企業内 LAN にアクセスし、データの送受信を行ラことちでさます。 


♦目 4 K データ 通信 

目 4 kbps の安定した通信速度でデータを送受信することびでさます。データ量に関係なく、接続 
された時間に応じて課金されます。長時間にわたる接続を行った場合、通信料金び高額になりま 
すのでご注意ください。 

■パケット通信をするには 

パケット通信は FOMA US 目接続ケーブル（別売）を使ってパソコンと接続したり、専用ケープ 
ルで PDA と接続することにより通信を行います。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 や fmoperaj など、 F 日 MA パケット通信 
に対応したアクセスポイントをご利用ください。 



■ 已 4K データ通信をするには 

目 4 K データ通信は 、 FOMA US 目接続ケーブル（別売）を使ってパソコンと接続したり、専用ケー 
ブルで PDA と接続することにより通信を行います。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 や 「 mopera 」 など、 F 日 MA 目 4 K データ通 
信に対応したアクセスポイントをご利用ください。 



おし5せ 


[♦本 FOMA 端ホは IP 接続には対応しておりません。 
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インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダに対する利用料び必要 
となる場合びあります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプロ 
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプ□バ 
イダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス fmopera UJ / 「 m 日 pera 」 をご利用いただけます 。 fmopera UJ 
をご利用いただく場合は、お申し込みび必要（有 ㈱ となります。 「 mopera 」 をご利用いただく場合は、お 
申し込み不要、月額使用料無料です。 


接続巧（インターネットサービスプ□バイダなど）の設定について 


パケット通信と目 4 K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の 
接続先、目 4 K データ通信を行うとさは FOMA 目 4 K データ通信、または ISDN 同期目 4 K 対応の接続先をご 
利用 < ださい。 

• D 日 Pa のアクセスポイントには接続できません。 

- PIAFS などの PHS 日 4 K /32 K データ通信のアクセスポイントには接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーヴ認証 （ ID とパスワード）び必要な場合びあります。その場合は、通信ソ 
フト（ダイヤルアップネットワーク）でのとパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードは接 
続先のインターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内 
容については、インターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 

パソコンのブラウヴで FirstPass 対応サイトを利用する時のアクセス認証では FirstPass (ユーヴ証明書） 
び必要です。同捆の CD - R 日 M から円 rstPass PC ソフトをインストールし、設定を行ってください。詳し 
くは CD - R 日 M 内の 「FirstPassPC Soft 」 フオルダ内の 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧くださ 
い 。 「FirstPassManuaU ( PDF 形式）をご覧になるには 、 Adobe Reader (バージョン目.〇しソ上を推奨） 
び必要です。お使いのパソコンにインストールされていない場合は、同 CD - ROM 内の Adobe Reader を 
インス! -- ルしてご覧ください。ご使用方法等の詳細につきましては 、 Adobe Reader ヘルプを参照して 
<ださい。 


パケット通信および目 4 K データ通信の条件について 


FOMA 端末で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

• FOMA USB 接続ケーブル（別売）を利用できるパソコンであること。 

• FOMA ヴービスエ U ア内であること。 

-パケット通信の場合は接続先び FOMA のパケット通信に対応していること。 

-日 4 K データ通信の場合は接続先び FOMA 目 4 K データ通信、または ISDN 同期目 4 K に対応していること。 
ただし、上記の条件び整っていてち、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりする場合は通信でさ 
ないことびあります。 
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データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は拟下のとおりです。 


パソコン本体 

. PC-AT 互換機で CD-ROM ドライブび使用できる機器 
• USB ポート (Universal Serial Bus Specification Revl .1 準拠） 

• ディスプレイ解像度80 OX 目 00 ドット、 High Color (目已，已3目色）け上を推奨 

os 《] 

• Windows 2000 (日本語版） 

• Windows XP (日本語版） 

必要メモ U 

• Windows 2000 :目 4 M バイト切上※2 

• Windows XP :1 28 M バイトけ上※2 

八ードディスク容量 

-已 M バイト •LU 上の空さ容量※2 


《 ] : 0 S アップグレードからの動作は保証の対象外となります。 

《2 :必要メモ U •八ードディスク容量は、パソコンのシステム構成によって異なることびあります。 


おし5せ 


参 FOMA 端ホをドコモの PDA 「 musea 」 や 「 si 吕 marionn 」 と接続してデータ通信を行う場合、 「 musea 」 や 
「 si 吕 marionn 」 をアップデートしてご利用ください。アップデートの方法などの詳細については、ドコモの 
ホームぺージをご覧ぐださい。 

参 FOMA 端おま 、 Remote Wakeup には対応していません。 

♦ FOMA 端末は、 FAX 通信には対応していません。 


FOMA 端末とパソコン拟外に拟下の八ードウエア、ソフトウエアを使います。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

• CD - ROM「FOMA N 目01 i 用 CD - ROM 」 


おし6せ 


♦ US 目ケーブルは専用の 「FOMA US 目接続ケーブル」をお買いホめください。パソコン用の US 目ケーブルはコ 
ネクタ部の形状び異なるため使用でさません。 
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データ通信ではダイヤルアップ接続によって、 FOMA データ通信に対応したインターネット 
サービスプ□バイダや LAN に接続でをます。 

■「FOMA N 已 cm 用 CD - ROM 」 について 

♦ N 日01 i 通信設定ファイル（ドライバ）、 FOMA PC 設定ソフト、 FirstPass PC ソフトび入ってい 
ます。 

♦ N 日01 i 通信設定ファイルとは、 FOMA 端末とパソコンを FOMA US 目接続ケーブル（別売）で接 
続して、パケット通信、日 4 K データ通信やデータ転送 ( OBEX ) を行ラとさに必要なソフトウェ 
ア（ドライバ）です。 N 目01 i 通信設定ファイルをインス!ルすることで、 Windows に各ドラ 
イバび組み込まれます。 

FOMA PC 設定ソフトを使ラと、パケット通信、日 4 K データ通信の設定やダイヤルアップ作成を 
簡単に行ラことびでさます。 


パケット通信および 64K データ通信を利用する場合の準備について説明します。 


' パソコンとの接続 / N 6 日 li 通信設定ファイル（ドライバ）のインストール 

• パソコンと FOMA 端末を FOMA USB 接続ケースレ（別売）で接続します。一 P . 己、7 
N 目01 i 通信設定ファイルをインス!ルします。一 P . 日_ 



く FOMA PC 設定ソフトを使つ 
て接続先の設定をする場合> 



く FOMA PC 設定ソフトを 
使わない場合> 


FOMA PC 設定ソフトのインス I -ール 

FOMA PC 設定ソフトを使えるようにします 。 「FOMA PC 設定ソフトを 
インス!ルする」一 P .14 


<パケット通信 
をする場合> 



<目 4 K データ通信 
をする場合> 






-接続します。一 P .24 
I 切断します。一 P .2 目 


接続と切断 





C 接続と切断 

\ 


-接続します。 一 P .43 


) 

1- 切断します。 一 P .44 

/ 


※： FOMA 端末とパソコンを接続してインターネットをするには、ブ□-ドバンド接続等に対応した 「mopera U 」 （お申 
し込み必要）び便利です。使用した月だけ月額使用料びかかるプランもございます。また、お申し込みび不要で今すぐ 
インターネットに接続でをる 「 mopera 」 ちご利用いただけます。 

詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 
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FOMA US 巨接続ケーブル（別売）の取り付け方法について説明します。 



外部接続コネクタ（コネクタの 
DoCoMo の□ゴ面を上側にし 
て差し込んでください） 


FOMA 端末の外部接続端子の端子キャップを開ける 

FOMA 端末の外部接続端子の向きを確認して 、 FOMA USB 接続ケーブル 
の外部接続コネクタを水平に「カチッ」と音がするまで差し込む 

FOMA USB 接続ケーブルの USB コネクタを、パソコンの USB 端子に接 
続する 

FOMA USB 接続ケーブルを接続すると FOMA 端末に「创」び表示されます。 


おし6せ 


♦ FOMA 端末に表示される「到」は、 N 白01 i 通信設定ファイルのインス! -- ルを斤い、パソコンとの接続び認識された 
とさに表示されます。 


5 






FOMA US 巨接続ケーブル（別売）の取り外し方法について説明します。 



パソコンの USB 端子か 5 F 0 MA USB 接続ケーブルを引き抜く 

FOMA USB 接続ケーブルの外部接続コネクタのリリースボタンを押しな 
げら 、水平に引き抜く 

FOMA 端末の外部接続端子の端子キヤツプを閉じる 


おしらせ 


• FOMA US 目接続ケーブルの取り付け-取り外しを連続して行うと、 FOMA 端末びパソコンに正しく認識でさ 
な<なることびありますので間隔をおいて行ってください。 

•通信の切断-誤動作-データ消失の原因となるため、データ通信中に FOMA US 目接続ケーブルの取り外しは 
行わないで < ださい。 

♦ FOMA US 目接続ケーブルの外部接続コネクタを FOMA 端末の外部接続端テから引き抜くときは、コネクタの 
UU —スボタンを巧しなびら引さ抜いてください。無理に引っ張ろラとすると故障の原因となります。 
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ここでは、パソコンとの接続か5、 N 60 li 通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールす 
るまでの手順を説明します。 


Windows を起動して、 「FOMA N 目01 i 用 CD-ROM」 をパソコンにセッ 
卜する 

「0」をクリックして画面を終了 
させる 

この画面は 、 「FOMA N 目01 i 用 CD - ROM 」 を 
パソコンにセットすると自動的に表示されま 
す。表示されない場合は、そのまま操作3へ進 
がます。 

N 目01 i 通信設定ファイルのインス I -ール中に 
この画面び表示された場合を「0」をクリツ 
クします。 


FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA USB 接続ケーブル（別売）を FOMA 
端末に接続する 

FOMA USB 接続ケーブルをパソコンの USB 端子に接続する 

「新しい八ードウてアの検出ウイヴード」画面び表示されます。 
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♦ N 目 01 i 通信設定ファイルのインス!-ールを行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユー 
ヴアカウントで行ってください。それ似外のアカウントでインス I -ールを行ラとエラーとなりま 
す。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問 
い合わせください。 

♦ N 日01 i 通信設定ファイルのインス I ル手順は、日 S によって異なります。ご利用になるパソコン 
の日 S に合った説明を参照してください。 

Windows XP の場合は下記を参照してください。 

Windows 2000の場合は P .9 へ進みます。 


FOMA 端末に FOMA USB 接続ケー 
ブル（別売）を接続する 

「 FOMA 端末とパソコンを接続する」 （ P .7) の 
操作4で FOMA USB 接続ケーブルをパソコン 
に接続すると、自動的にちの画面び表示されま 
す。 



巧し w 、 -ドウ I アの巧索ウィザ-ドの閒始 


Update の Web サイトをなおして （2 -ザーの了おのらとじ)現なのリフ的 


ゾ7トウ0で巧菊脱め、 Windows Update じ巧続しますか？ 
r はい、今回のみ巧おしますが 

广はい、今が.およびデバイスの巧続時口よ毎回括続しますを) 
广 t かえ、今回は巧镜しませんの 


続行するには、じたへ]をかックしてください。 


「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックする 


r 一覧または特定の場所か5イン 
ストールする（詳細）」を選択し、 
「次へ」をクリックする 



このウィザードでは、み脚、ードウIアじぶ要ねリフトたアをイシストールします： 
FOMA N 601 i 

(V) A —ドウ ェア じけ届のインストール CD まちな フロタ ピーディ 
^スウげある巧合は、巧入してください。 

インストール方;'去を进んでください。 

广 y フトウがを自か的にインストールする（巧装)の 
巧 F 簡綱雜劇願就. Fj 雨.這爾徵 

病巧すがこは、じ文へ]を如タウしてく微、 


キサ:/セル」 


技まとインストールのオプションを巧んでくぞさい* 


r 次の場所で最適のドライバを検 
索する」を選択し、「リムーバブル 
メディア（フロッピー、 CD-ROM 
など）を検索」のチェックを外し、 

「次の場所を含める」をチェックし 
て検索するフォルダを指定し、「次 
へ」をクリックする 

フォルダは、「く CD - ROM ドライブ名> :¥USB 
Driver ¥ Win 2000」を指定します。 

CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンに 

よって異なります。この画面では CD - ROM ドライブ名び 「 E 」 です。 

ドライバは Windows 2000と共通です。 


図 


でみの巧所で最通の朽イバ柿炼する域 

下巧チがクポがスをほって、リムーパブルイディアや□一かレパスから巧おできます。おおされた最通のドラ 
イ J 瑜インストルされます。 

广 リムーバブルブディアり□ツビー、 CD-ROM が:—）補炼(曲 
ロ ホの巧所を含める峨 

|E：¥USB Drtver¥Win2000 _を賜が」 

一巧ましねいで、イシストールするドライパを进巧する(が 

—pi みドライパを涅巧するには、このオブシむをぶります。进巧されをドライバは、/トドな饥こち巧のもの 


く房る(巨）るへ独> I キ似セル」 


r 新しい八ードウエアの検索ウイザードの完了」と表示された5、院了」 
をクリックする 
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ほかのドライパもインストールする 

引き続き、操作]〜己を参考にして、残りの3つのドライバ ( P .10) をすベてインス!ルします。 
操作日の終了後、「新しい八ードウてアの検出ウィヴード」画面び出なくなればドライバのインストー 
ルは終了です。 

すべてのドライバのインス I -ールび完了すると、タスクバーのインジケータから「新しい八ードウェ 
アびインス!-ールされ、使用準備びでさました。」といラメッセージび数秒間表示されます。「インス 
トールしたドライバを確認する」 ( P .10) に進みます。 


FOMA 端末に FOMA USB 接続ケー 
ブル（別売）を接続する 

「 FOMA 端末とパソコンを接続する」 （ P .7) の 
操作4で FOMA USB 接続ケーブルをパソコン 
に接続すると、自動的にちの画面び表示されま 
す。 


「次へ」をクリックする 

r デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、 r 次へ」をク 
リックする 

r 場所を指定」をチェックして「次へ」をクリックする 

検索するフォルダを指定し、 「0K」 をクリックする 

フォルダは、 r く CD - ROM ドライブ名> : ¥USB Driver ¥ Win 2000」を指定します。 

CD - ROM ドライブ名はお使いのノ（ソコンによつて異なります。 

ドライバ名を確認し、「次へ」をクリックする 

ここでは 「FOMA N 601 iJ と表示されます。 

「新しい八ードウェアの検索ウィザードの完了」と表示された5、「完了」 
をク IJ ック する 

ほかのドライパもインストールする 

引き続き、操作]〜7を参考にして、残りの3つのドライバ ( P .10) をすベてインストールします。 
操作7の終了後、「新しい八ードウてアの検出ウィヴード」画面び出なくなれば、ドライバのインス 
トールは終了です。「インス!-ールしたドライバを確認する」 ( P .10) に進みます。 



9 








N 6日 li 通信設定ファイル（ドライバ）が正しくインス!-ールされていることを確認します。 

Windows のコント□ールパネルを開く 

Windows XP の場合 

「スタート」一「コント□ールパネル」を選択 

Windows 2000の場合 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」を選択 

「パフオーマンスとメンテナンス」か5「システム」アイコンをクリック 
する 

Windows 2000の場合 

コント□ールパネル内の「システム」を開く 

デバイ スマネージ ャを開< 

「八ードウエア」タブをク U ックし、「デバイスマネージャ」をクリックする 

各デバイスをクリックしてインス 
I-ールされたドライバ名を確認す 
る 

「USB (Universal Serial Bus ) コント □— 

ラ」、「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」の下 
にすベてのドライバ名び表示されていることを 
確認します。 

ドライバ名を確認したら、 「 F 日 MA PC 設定ソ 
フトについて」 ( P .12) へ進みます。 


デバイス名 

ドライバ名 

USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ 

• FOMA N 白01 i 

ポート （ COM と LPT ) 

• FOMA N 601 i Command Port 

• FOMA N 601 i OBEX Port 

モデム 

• FOMA N 601 i 


♦上記の確認を行った際、すべてのドライバ名び表示されない場合は、アンインストール （ P .]1) の手順に従っ 
て N 目01 i 通信設定ファイルを削除してから、再度インストールしてください。 


おし5せ 
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ドライバのアンインス!-ールが必要な場合（ドライバをバージョンアップする場合など）は、 
拟下の手順で行ってください。ここでは Windows XP を例にしてアンインス!ルを説明し 
ます。 

♦ FOMA 端末を接続してし语状態で口□グラムの追加と削除」を実行した場合は、アンインス!ルを 
実行でさません。 

♦ N 目01 i 通信設定ファイルのアンインス!-ールを行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーヴアカウントで行ってください。それ iU 外のアカウントでアンインス I -ールを行うとエラー 
となります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト 
社にお問い合わせください。 

FOMA 端末とパソコンが FOMA USB 接続ケーブル（別売）で接続され 
ている場合は 、 FOMA USB 接続ケーブルを取り外す 

Windows の「プ□グラムの追加と削除」を起動する 

「スタート」一「コント□ールパネル」一「プ□グラムの追加と削除」をク U ックする 

「FOMA N 目01 i USB 」 を選択して「変更と削除」をクリックする 


rOKJ をクリックしてアンインス!-ールする 

アンインストールを中止する場合は「キャンセル」をク U ックします。 

「はしりをクリックして Windows を再起動する 

し:^上でアンインス I -ールは終了です。 

「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてください。 


おし6せ 


♦ Windows の「プ□グラムの追加と削除」に 「FOMA N 日01 i USB 」 び表示されていない場合は、次のように 
操作をしてください。 

① 「FOMA N 目01 i 用 CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 
③ r スタート」一「マイコンピュータ」を開く 

③ CD - ROM アイコンをちク U ツクし、「開く」を選択する 

④ CD - ROM 内の 「USB Driver 」 一 「 Win 2000」フォ J レダを開く 
⑥ rn 日01 i _ un . exe 」 ※をダブルク U ツクする 

※：お使いのパソコンの設定によっては rneOlLunJ と表示されることびあります。 
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FOMA PC 設定ソフトを使ラと、簡単な操作で拟下の設定がでをます。 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信や目 4 K データ通信を設定することちでさます。 
一 P .30 



FOMA 端末とパソコンとの接続については、 P 万を参照してください。 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に 「 W - TCP の 
設定」などを行います。 

W-TCP の設定 

「 F 日 MA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、 W - TCP 設定による通信設定の最適化び必要となります。 

接続先 （APN ) の設定 

パケット通信を行ラ際に必要な接続先 ( APN ) の設定を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、目 4 K データ通信と異なり電話番号は使用しません。あらかじめ接続先 
ごとに、 FOMA 端末に APN (Access Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録き号 （ cid ) 
を接続先電話番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid ] には mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 び、 cid 3 には mopera U の接続先 
( APN )「 m 日 pe 旧. net 」 び登録されていますので、 cicl 2 または4〜] 0に接続先 ( APN ) を設定してくださし、。 
cid に ontext Identifier ]••• FOMA 端末に登録するパケット通信での接続先 ( APN ) を管理するき号 。 FOMA 
端末に APN 登録をするとさに設定します。 


おし6せ 


♦ FOMA PC 設定ソフト Ver 3.0 .1 政前のちいバージョン似後、旧 FOMA PC 設定ソフトと呼びます）びイン 
ス I ルされている場合は、あらかじめ旧 FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ルしてください。 
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ソフトの 
インス!ル 



り STEP 2 


設親の 



ジ STEP 3 


設謂業 



接続 


「F 日 MA PC 設定ソフト」をインス!ルします 

インス!-ール方法は、 P . 14を参照してください。 

「旧 FOMA PC 設定ソフト」びインス!ルされている場合は 、 「FOMA PC 設定 
ソフト Ver 3.0.1」のインストールを行ラ前にアンインストールしてください。 
「旧 FOMA PC 設定ソフト」びインス!ルされている場合は 、 「FOMA PC 設定 
ソフト Ver 3.0.1」のインストールは行えません。 

「旧 W - TCP 設定ソフト」および「旧 APN 設定ソフト」びインス!-ールされている 
といラ画面び出た場合は、 P .1 己を参照してください。 


各種設定前の準備をします 

各種設定の前に FOMA 端末とパソコンび接続され、かつ正しく認識されているこ 
とを確認してください。 

「 FOMA 端末とパソコンの接続方法」については、 P . 己を参照してください。 
「 FOMA 端末をパソコンに正しく認識させる方法」については、「パソコンの設定 
をする」 ( P .7) を参照してください。 

FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、各種設定および通信を行 
ラことびでさません。 

その場合は P .8 を参照して通信設定ファイルのインストールを行ってください。 


ご利用の通信に対応した設定をします 

かんたん設定 「 m 曰 pera U または m 叩 era を利用したパケット通信設定方法」は、 
P . 18を参照してください。 

かんたん設定「その他のプ□バイダを利用したパケット通信設定方法」は、 P .20 
を参照してください。 

かんたん設定 fmopera U または mopera を利用した目 4 K データ通信設定方法」 
は、 P .22 を参照してください。 

かんたん設定「その他のプ□バイダを利用した目4 K データ通信設定方法」は、 
P .23 を参照してください。 

その他の設定は、 P .271；| 降を参照してください。 


インターネットに接続します 

接続方法は、 P .24 を参照してください。 
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♦ インス I -ールする前に動作環境を確認してください。 - P .3 

♦「FOMA PC 設定ソフト」のインス!-ールを行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユー 
ヴアカウントで行ってください。それ iU 外のアカウントでインス I -ールを行うとエラーとなりま 
す。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問 
い合わせください。 

CD - ROM をパソコンにセットする 

ちの画面び自動的に表示されます。 

メニューび動作する推奨環境は Microsoft 
Internet Explorer 6.0し如きです。お使いのパソ 
コンび推奨環境を満たさないとさや、 CD-ROM 
をセットしてをメニューび表示されない場合は 
次の手順で操作して < ださい。 

①「スタート」一「マイコンピュータ」を開く 
③ CD - R 日 M アイコンをちクリックし、「開く」 

を選択する 

③ rindex . htmlj をダブルクリックする 


r データリンクソフト•各種設定ソフト」をクリックする 


「FOMA PC 設定ソフト」の項目の r インス! -- ル」をクリックする 


「実行」をクリックする 

セキュ IJ ティの警告画面び表示された場合は「実行する」をクリックしてください。 

Windows 2000 の場合 

「開く」をク U ックする 

「次へ」をクリックする 

セットアップを開始する前に、現在使用中または常駐しているほかのプ□グラムびないことを確認し 
てください。使用中のプ□グラムびあった場合は、「キャンセル」をク U ックし、使用中のプ□グラ 
ムを終了させた後、インストールを再開してください。 

旧 W - TCP 設定ソフトまたは旧 APN 設定ソフトびインストールされているという画面び出た場合は、 
P .1 己を参照してください。 

「FOMA PC 設定ソフト」の使用許諾契約書の内容を確認の上、契約内容 
に同意する場合は「はい」をクリックする 

「いいえ」をク U ックし、「はい」をク U ックすると、インストールは中止されます。 

「次へ」をクリックする 

セットアップ後、タスクトレイに 「 W - TCP 設定」常駐の可否を選択でさます。 

「 W - TCP 通信」の最適化の設定•解除を操作する機能で、常駐をおすすめします。 

とくに問題びない場合は「タスクトレイに常駐する」を曰にしたまま「なへ」をクリックして、イ 
ンストールを続行してください。「タスクトレイに常駐する」のチェックを外して設定した場合でを 
FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」、 「 W - TCP 設定をタスクトレイに常駐させる」を選択すること 
により設定を変更でさます。 

(参考）：「タスクトレイに常駐する」設定び有効になっている場合は選択でさません。 

{避加 

デスクトップち下のタスクトレイに表示されます。 
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インス!-ール巧を確認し、「次へ」をクリックする 

変更びある場合は「参照」をク U ックし、任意のインストール先を指定して「次へ」をク U ックして 
<ださい。 

プ□グラムフオルダのフオルダ名 
を確認し、「次へ」をクリックする 

変更びある場合は新規フォルダ名を入力し、「次 
へ」をクリックします。 


「完了」をクリックする 

セットアップを完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操作画面び起動します。このまま各種設定 
をはじめられます。 


く旧 W - TCP 設定ソフトびインス I ルされている場合> 



-「アプリケーシヨン（プ□グラム）の追加と削除」から旧 W - TCP 設定ソフトを削除してくださし、。 

く旧 APN 設定ソフトびインス I ルされている場合> 



- rOKJ をクリックすると、旧 APN 設定ソフトのアンインス I -- ルび自動的に行われた後 、 FOMA 
PC 設定ソフトびインストールされます。 

く FOMA PC 設定ソフトびすでにインス I ルされている場合> 



• rOKJ をクリックすると、インストールび中止されます。すでにインストールされている 「FOMA 
PC 設定ソフト」を「アプリケーション（プ□グラム）の追加と削除」からアンインストールし 
て、インストールし直してください。 

-ちいバージョンの [FOMA PC 設定ソフト」びインス I -ールされている場合を同様の操作を行つ 
て < ださい。 

くインス!ル途中で「キャンセル」を押した場合> 



-インストールを継続する場合は「いいえ」を、中止する場合は、「はしりをク U ックしてください。 
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r スタート」一「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 
「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

Windows 2000の場合 

「スタート」一「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」の順に開く 

ツールバーの「メニュー」一「バージョン情報」を開く 

FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報び表示されます。 


FOMA PC 設定ソフトのアンインスIルが必要な場合 （FOMA PC 設定ソフトをバージョン 
アップする場合など）は、拟下の手順で行ってください。ここでは Windows XP を例にして 
アンインス!-ールを説明します。 

♦「 F 日 MA PC 設定ソフト」のアンインス!ルを行う場合は、必ずパソコンの管理を権限を持った 
ユーヴアカウントで行ってください。それ外のアカウントでアンインス I -ールを行ラとエラー 
となります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト 
社にお問い合わせください。 

アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインストールする前に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要 
びあります。 

(1) タスクトレイに常駐している rw-Tcp 設 
定」を常駐させないようにする 

デスクトップち下のタスクトレイの 「 W-TCP 
アイコン」をちク U ックして「常駐させない」 

をク IJ ックします。 




「常駐させない」をクリック 


(2) 起動中のプ□グラムを終了させる 

「FOMA PC 設定ソフト」や rW - TCP 設定」び 
起動中にアンインス I -ールを実行しよラとす 
ると、ちのよラな画面び表示されます。アン 
インス!-ールプ□グラムを中断し、それぞれ 
のプ□グラムを終了させてください。 



アンインストールを開始する 

Windows XP の場合 

「スタート」一「コントロールパネル」^「プ□グラムの追加と削除」の順に開く 

Windows 2000の場合 

「スタート」一 r 設赴一「コント□-ルパネル」一「アプリケーシヨンの追加と削除」の順に開く 


16 






















「NTT DoCoMo FOMA PC 設定 
ソフト」を選択して「削除」をク 
リックする 


[NTT DoCoMo FOMA PC 設定 
ソフト」を選択して 



削除するプ □ グラム名を確認し、 
「はい」をクリックする 

アンインストールび開始されます。 

「完了」をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインストール 
び終了します。 


「削除」をク U ック 




おし6せ 


• rw - TCP 最適化」の解除 

rw - TCP 最適化」びされている場合はちの画面び表示されます。 
アンインス!ルする場合は、通常は「はい」をク U ックして、 
最適化を解除して < ださい。 



W - TCP 最適化の解除は再起動後に行われます。 
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通信設定をする前に、 F 日 MA 端末が FOMA US 巨接続ケーブル（別売）によりご利用のパソコ 
ンに接続され、かつパソコンのデバイス上に N 60 li 通信設定ファイル（ドライバ）が正しく 
認識されている必要があります。 


「スタート」^「すべてのプ□グラ 
ム」一 「FOMA PC 醜ソフト」一 
「FOMA PC 設定ソフト」の順に開く 

FOMA PC 設定ソフトを起動するとちの操作 
画面び表示されます。 

Windows 2000の場合 

「スタート」一「プ□グラム」一 「FOMA PC 設 
定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」の順 
に開< 



♦最大 384 kbps のパケット通信の設定を行います。プ□バイダは、ドコモのインターネット接続 
ヴービス mopera U または mopera を利用します。 

パケット通信：受信最大 384 kbps 、 送信最大日 4 kbps (-部機種を除く）のパケット通信び可能 
です。送受信したデータ量に応じて課金されますので、時間を気にせずデータ通信びでさます。 
♦ 「パケット通信 I を利用して画像を含むサイトやインターネットホームぺージの閲覧:、ファイルの 

ダウン□ー ドなどのデータ量の多い通信を行うと、通信料び高額となりますのでご泮意ください。 

「かんたん設定」をクリックする 


r パケット通信」を選択し、「次へ」をクリックする 

[[mopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択し、「次 
へ」をクリックする 

mopera U または mope 旧しソ外のプ□バイダをご利用のお客樹ま、 P .20 を参照してください。 

roKj をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくださし、。 
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接続名の入力と接続方式 （ PPP 接 
続）を選択し、「次へ」をクリック 
する 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさ 
ます。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入 
力 < ださい。 

入力禁止文字 ¥/:*?! く> 1" (半角のみ）は使 
用でさません。 

接続方式を選択してください。 
mopera U は、 「 PPP 接続」- 「 IP 接続」ともに 
対応しています。 mopera は 「 PPP 接続」のみ 
に対応しています。ただし、本 FOMA 端末は、 
IP 接続には対応しておりません。 

発信者番号の通知については「発信者番号通知 
を行ラ」を選択してください。 

ユーザー名•パスワード•使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーヴ ー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

使用可能 ユー ヴーの選択で、「すべての ユー 
ヴー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべての ユー ヴーに対して接続び設定されま 
す。 


「最適化を行う」をチェックし、「次へ」をクリックする 

「パケット通信」に必要な 「 W - TCP 設定」を最適化します。すでに最適化されている場合には、こ 
の画面は表示されません。 

設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容び一覽で表示されます。設定内 
容に誤りびないことを確認してください。 

「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 


roKj をクリックする 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起動する必要びあります。再起動の選択画面び表示さ 
れた場合は「はい」をク U ックします。 

設定した通信を実行します。 - P .24 
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r かんたん設定」をクリックする 


r パケット通信」を選択し、「次へ」をクリックする 


「その他」を選択し、「次へ」をクリックする 


roKj をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 ( APN ) 設定を取得します。 
しばらくお待ちください。 

パケット通信設定を行う 

端末設定取得び完了すると、「パケット通信設 
定」画面び表示されます。 
r 接続名」の空欄に任意の接続名を入力して<だ 
さい。 

入力禁止文字 ¥/:*?! く> 1" (半角のみ）は使 
用でさません。 

ダイヤルアップ時に発信者番号を通知するかど 
ラかを選択してください。 

「接続先 ( APN ) の選択」欄には標準で m 叩 era 
U に接続するための APN : mopera . net と 
mope ^ a に接続するための APN : m 叩 e ^ a . ne.jp 
び設定されています。 

発信者番号通知の設定については、ご利用にな 
るプ□バイダの指示情報に従つてください。 


r 接続先 （ APN ) 設赴をクリック 
する 

お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 
( APN )「 m 曰 pera . nejp 」 か、 cicl 3 には mopera 
U の接続先 ( APN )「 m 叩 era . net 」 び登録さ 
れていますので、 cid は2または4〜] 0に設定 
します。 

「追加」をク U ックして表示される「接続先 
( APN ) の追加」画面で、接続方式を選択し、 
ご利用のプ□バイダの FOMAK ケット通信に対 
応した接続先 ( APN ) を正しく入力し、 roK 」 
をクリックしてください。「接続先 （ APN ) 設 
定」画面に戻ります。 

接続先には、半角文字で英数字、八イフン（-)、 
ピ U オドし）のみ入力でさます。 


接続先を選択し、 roK 」 をクリックする 

操作日の画面に戻ります。 

「接続先 ( APN ) の選択」には、操作目で設定した接続先 ( APN ) び表示されます。 
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r 接続先 ( APN ) の選択」で接続先 ( APN ) を確認し、 r 次へ」をクリックする 

高度な設定 （ TCP / IP の設定）をする場合 

「詳細情報の設定」をクリックすると、 「 IP アドレス」、「ネームサーバー」の設定画面び表示され 
ます。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN 等のダイヤルアップ情報として入力び必要な場合は、入 
力指示情報を元に、各種アドレスを登録してください。 


ユーザー名•パスワード-使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

使用可能ユーヴーの選択で、「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべてのユーヴーに対して接続び設定されま 
す。 

ユーヴー名-パスワードの設定は、プ□バイダ 
から提供された各種情報を、大文字-ル文字等 
に注意し、正確に入力してください。 


氏、んをん設定 


P ほ用巧お ユーザーの 遥巧 - 

この巧続を利用で約;！-ザ-をお定してください 
かての：!イー 
广自かのみ 

广1-— "H ■•一る.パス n— ド設モ_ 

アカウントをわ持ちのモは入力して下さい。 

お持ろでない巧さは入力す至で甘。） 

ュ-ザ-る： I 
バスヮ-ド： 「 

17バスワードが呆存ずる 


XJ 


<戻る(呂） _[ 汝へ(が> I _キ サン セル」 


「最適化を行う」をチェックし、「次へ」をクリックする 

「パケット通信」に必要な 「 W - TCP 設定」を最適化します。すでに最適化されている場合には、この画面 
は表示されませんので、操作]]に進みます。 

設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容び一覽で表示されます。設定内 
容に誤りびないことを確認してください。 

「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 


roKj をクリックする 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起動する必要びあります。再起動の選択画面び表示さ 
れた場合は「はい」をク U ックしてください。 

設定した通信を実行します。 - P .24 
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♦通信速度目 4 kbps の日 4 K データ通信の設定を行います。プ□バイダは、ドコモのインターネット 
接続ヴービス mopera U または mopera を利用します。 

♦ 目 4 K データ通信は接続していた時間に応じて課金されます。目 4 kbps の安定した通信速度によつ 
て快適なインターネットアクセスび実現でさます。 

♦ 「日 4 K データ通信 I を利用して長時間通信を行うと、通信料が高額となりますのでご洋意くだ夕い。 

「かんたん設定」をクリックする 


r 64 K データ通信」を選択し、「次へ」をクリックする 


[[mopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択し、「次 
へ」をクリックする 

mopera U または mopera しが4のプ□バイダをご利用のお客衞ま、 P .23 を参照してください。 

接続名の入力とモデムを選択し、 

「次へ」をクリックする 

「64 K データ通信設定」画面になります。現在 
作成している接続の名前を自由に設定でさま 
す。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入力 
<ださい。 

入力禁止文字 ¥/:*?!<> 1" (半角のみ）は使 
用でさません。 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使う場合、 

モデム名は 「 FOMAN 目 0] i 」 を選択します。 

発信者番号の通知については「発信者番号通知 
を行ラ」を選択してください。 


ユーザー名•パスワード•使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーヴー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

使用可能ユーヴーの選択で、「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべてのユーヴーに巧して接続び設定されま 
す。 
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設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容び一覽で表示されます。設定内 
容に誤りびないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 


roKj をクリックする 

設定した通信を実行します。 - P .24 


^んたんま定 



口ざスウトゥブに巧かルアッブのショートカットを巧成する i 


<戻る風 _[ 完了の ] キャンセル 


r かんたん設定」をクリックする 


r 64 K データ通信」を選択し、「次へ」をクリックする 


「その他」を選択し、「次へ」をクリックする 

ダイヤルアップ情報を入力し、「次 
へ」をクリックする 

mopera U または mopera ソ外の ISDN 同期 
目 4 K アクセスポイントを持つサービスプ□バ 
イダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時 
に、の項目を登録します。 

•接続名（任意） 

•モデムの選択 (FOMA N 60 li ) 

•電話番号 

-ダイヤルアップ時の発信者番号の通知について 
入力禁止文字¥/: * ?!<> 1" (半角のみ）は使 
用でをません。 

プ□バイダ情報を元に正しく入力してくださ 
い。電話番号は、大文字•ル文字等に注意し、 

半角文字で正確に入力してください。 

発信者番号通知の設定については、ご利用にな 
るプ□バイダの指示情報に従つてください。 

高度な設定 （ TCP / IP の設定）をする場合 

「詳細情報の設定」をク U ックすると 「 IP アドレス」、「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN 等のダイヤルアップ情報として入力び必要な場合は、入力 
指示情報を元に、各種アドレスを登録してください。 
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ユーザー名•パスワード • 使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

使用可能ユーヴーの選択で、「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべてのユーヴーに巧して接続び設定されま 
す。 

ユーヴー名-パスワードの設定は、プ□バイダ 
から提供された各種情報を、大文字-ル文字等 
に注意し、正確に入力してください。 


設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内 
容に誤りびないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 




roKj をクリックする 

設定した通信を実行します。 - P .24 


デスクトツプの接続アイコンをダブルクリックする 



デスクトップに接続アイコンびない場合は次の操作を行つてください。 

Windows XP の場合 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」一「ネットワーク接続」一接 
続先を開く 

Windows 2000の場合 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「通信」一「ネットワークとダイヤルアップ接 
続」^接続先を開< 
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「ダイヤル」をクリックし、接続を 
実行する 

mopera U または mopera の場合は、「ユーヴー 
名」-「パスワード」については空欄のままでを 
接続でさます。その他のプ□バイダやダイヤル 
アップ接続の場合は、「ユーヴー名」 • 「パスワー 
ド」を入力し、「ダイヤル」をクリックしてくだ 
さい。 

「パスワードを保をする」をチェックすると、次 
回からは入力の必要びなくなります。 



接続されたことを確認し、 roK 」 を 
クリックする 

通常の状態で、ダイヤルアップを接続すると、 
ちのよラな接続画面び表示されます。 

しソ前に「接続」のメッセージを表示しない設定 
にしてあると、この画面は表示されません。 



♦パケット通信中には、通信状態によって FOMA 端末にアイコンび表示されます。 

[1 flFI I 

♦目 4 K データ通信中には、 FOMA 端末に「度」び表示されます。 



マ（通信中、データ送信中） 

ム（通信中、データ受信中） 

賢（通信中、データ送受信なし) 
を（発信中、または切断中） 

を（着信中、または切断中） 


おしらせ 


♦ FOMA US 目接続ケーブル（別売）でデータ通信をする場合、ダイヤルアップアイコンからの発信は、アイコ 
ン作成時の FOMA 端末のみ有効です。 

したびって、異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必 
要となります。 
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インターネットブラウザを終了しただけでは切断されていない場合がありますので、ソ下の操 
作で確実に切断してください。 


タスクトレイのダイヤルアップアイコンをダブルク 
リックする 

接続の画面び表示されます。 


强 

ダイヤルアップアイコン 


「切断」をクリックする 



おし6せ 


[♦パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 


♦ネットワークに接続でさない（ダイヤルアップ接続びでさない）場合は、まず下の項目につい 
て確認してください。 


現象 

チェックずる箇所 

[FOMA N 601 ij びパソコ 
ン上で認識でさない 

-お使いのパソコンび動作環境 （ P .3) を満たしているかを確認してください。 

- N 日01 i 通信設定ファイル（ドライバ）びインス!-ールされているか確認してください。 

- FOMA 端末びパソコンに接続され、電源び入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル側売）びしっかりと接続されていることを確認してください。 

相手先に接続でさない 

- ID (ユーヴー名）やパスワードの設定び正しいかどラか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル側売）びしっかりと接続されていることを確認してください。 

-接続先び発信者番号の通知を要求する場合は、電話番号に「184」を付加していないかど 
ラかを確認してください。 

-モデムのプ□パティで「フ□一制御を使ラ」にチェックび付いていることを確認してくだ 
さい。 

-接続先の APN び正しいかどラかを確認してください。 

-上記の確認を行ってち相手先に接続でさない場合は、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワーク管理者に設定ち法などについてご相談ください。 
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1巧度 1 

現を 1 

384Kbps 

最娜ヒ 

384Kbps 

最通化 

384Kbps 

384Kbps 

最媪ヒ 

最適化 


I タイヤルアッブを ] モデおる 


SAMPLE 
会な巧 
自ま巧 


FOMA N601 i 
FOMA N601 i 
FOMA N601 i 
FOMA N 帥 1i 




n 巧 」 I わンセル ] 

システム設を！※ FOM かけット猫言用Iこ試定しむ{リコン巧の設定をお除します。 


foMA; 巧•ット巧信巧のダイヤルアッブぞ涯巧してください。 


rW-TCP 設定」は FOMA ネットワークで「パケット通信」を行う斷こ、 TCP/IP の伝送能力 
を最適化するための 「TCP パラメータ設定ツール」です。 FOMA 端末の通信性能を最大限に 
活用するには、このソフトウエアによる通信設定が必要です。 


< Windows XP の場合> 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとの最適化設定が可能です。 


プ□グラムを起動する 

(1 )「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場 

プ□グラム起動後、「マニュアル設定」の 「 W - 
TCP 設定」をク U ックする 




i 淀織で M A 端末を巧爲し設神は瞧端末を 


(2) タスクトレイから操作する場合 

デスクトップち下のタスクトレイの 「 W-TCP 
アイコン」をク U ックし、プ□グラムを起動 
する 


左クリック 


1 U 下の操作を行う 

現在開いているすべてのプ□グラムを終了させ画面表示に従ってパソコンを再起動してください。再 
起動した後、システム設定の最適化び有効になります。 

(1) システム設定び最適化されていない場合 

r 384 KbpsJ を選択し、「最適化を行う」をク 
U ックする 

rw-TCP 設定（ダイヤルアップ)」画面び表示 
されます。最適化するダイヤルアップを選択 
して「実行」をク U ックすると、システム設 
定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び 
実行されます。 


(2) システム設定び最適化されている場合 

rw-TCP 設定（ダイヤルアップ)」画面び表示 
されます。 

内容の変更等びある場合は、設定を行って< 
ださい。 


{ hc 恩を! も 濯黛占謹購!皆るちめ、バリコン的。 

没备立;')置を 盛!が爵巧ぅ隙な里な按結巧け抑)。 


錢が遺賢耐るため、パリコン組 


I 聞在、 FOMA パケット曲こ展迪化されていません。I 


|304Kbps T 1 


[j 真適化'到 T っ i] 

蛮をを巧わず閱じる I 


も W-TCP 設定(タイヤルアブブ) 


-TGP 記ち 


ESI づ A 版な 


るるるる 
すす3ず 

回回回回 
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(3) 最適化を解除する場合 

最適化を解除するダイヤルアップのチエック 
を外し、「システム設定」をク U ックする 
確認画面で「はい」をク U ックし、 「0 K 」 を 
ク U ックすると、 「 W - TCP 設定」画面び表示 
されます。 

r 最適化を解除する」をク U ックする 


< Windows 2000の場合> 

プ□グラムを起動する 

(1 )「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合 

プ□グラム起動後、「マニュアル設定」の 「 W - 
TCP 設定」をク U ックする 


(2) タスクトレイから操作する場合 

デスクトップち下のタスクトレイの 「 W-TCP 
アイコン」をク U ックし、プ□グラムを起動 
する 


1 U 下の操作を行う 

(1) 最適化されていない場合 

rW-TCP 設定」画面で 「384 Kbps 」 を選択し、「最適化を行う」をク U ックし、最適化設定を有効に 
するために、現在開いているすべてのプ□グラムを終了させ再起動を実行してくださし、。 

(2) 最適化されている場合 

rW-TCP 設定」画面で「現在、 384 Kbps 用 
に最適化されています。」と表示されます。 

FOMA 端モ攻がでの通信等の理由から設定を 
解除する場合は、「最適化を解除する」をク 
U ックして<ださい。最適化解除を有効にす 
るために、現在開いているすべてのプ□グラ 
ムを終了させ再起動を実行してください。 




Ki 結端遺 r 耐る ため、パリコン巧 編言 


1" 現な、3日 4Kbps 巧Iこ最適化されてしほす。 

1]"""" 嚴週化爸賠陆すろ1 


こ J 蛮をき巧わず閉じる J 



pBVra ル設定 一-1 

卜 TCP まを_ J F 0 M 立^; J ケット巧悟をがおするちめ、バソコン两の 

擒知…碰 j 黯歴!朽ぅ隙こぉ軍む按続先 ㈱ の 

がログラムぉ巧前こ FOMA 端末を巧摄し、設定やは F 0 M が荒ホを 巧了 1 


左クリック 


禮が轴 1 に日日 
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パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。最大1日件まで設定でを 、 cid (登録番号）の 
1〜10に登録して管理します。 

参お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 (APN)「mopera.ne.jp」 び、 cicl3 には mopera U の接 
続先 (APN) rmopera.netj び登録されていますので、 cicl2 または4〜 ] 0に接続先 （APN) を 
設定します。 


「FOMA PC 設定ソフト」起動後、 
r 接続巧 ( APN ) 設定」をクリック 
する 


1 族 6 伽 巧ち J もお^爵^ろ PS が H かホけ PW ® 

ジ暑ム をち こ FOMA お ホを 巧な し、訪ミ中は F0M か滞ホを _が 了 I 


FOMA 端末設定取得画面で 「0 K 」 をクリックする 

接続された FOMA 端末に自動的にアクセスして登録されている接続先 (APN) 情報を読み込みます。 
FOMA 端末び接続されていない場合は起動しません。 


接続巧 （ APN ) の設定をする 


接続巧 （ APN ) の追加 • 編集-削除 
-接続先 （ APN ) を追加する場合 

「接続先 (APN) 設定」画面で、「追加」をク U ックする 

-登録済みの接続先 （ APN ) を編集ずる場合 

「接続先 (APN) 設赴画面で、対象の接続先 (APN) を一覧から選択して「編集」をクリックする 

-登録済みの接続先 （ APN ) を削除ずる場合 

「接続先 (APN) 設定」画面で、対象の接続先 (APN) を一覽から選択して「削除」をクリックする 
cidl と cicl3 に登録されている接続先は削除できません （cidS を選択して悄リ除」をクリックしても、実 
際には削除されず、 「mopera.net」 に戻ります）。 

ファイルへの保を 

FOMA 端末に登録された接続先 (APN) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 (APN) 設定を保をす 
る場合は、ツールバーの「ファイル」メニューからの操作で、接続先 (APN) 設定の保をびできます。 

ファイルか5の読み込み 

保をされた接続先 (APN) 設定を再編集したり、 FOMA 端末に書さ込んだりする場合には、ツールバーの 
「ファイル」メニューからの操作で、パソコンに保をされている接続先 (APN) 設定を読み込むことびでさ 
ます。 

FOMA 端末への接続巧 （ APN ) 情報の書き込み 

階続先 (APN) 設定]画面で 「FOMA 端末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示されている接続先 (APN) 
設定を FOMA 端末に書き込むことびできます。 
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ダイヤルアップ作成機能 

「接続先 (APN) 設定」画面で追加•編集された接続先 (APN) を選択して「ダイヤルアップ作成」をク 
リックします。 

FOMA 端末設定書き込み画面び表示されますので、「はしりをク U ックしてください。 FOMA 端末への書さ 
込み終了後、「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

任意の接続名を入力して「アカウント■パスワードの設定」をクリックしてください。ユーヴー名とパス 
ワードを入力し、使用可能ユーヴーの選択をして、 「OK」 をクリックしてください。 m 日 peraU または 
mopera の場合は、ユーヴー名■パスワードについては空欄のままでを構いません。 

ご利用のプ□バイダより、 IP および DNS 情報の設定び指示されている場合は、「パケット通信用ダイヤル 
アップの作成」画面で「詳細情報の設定」をクリックし、必要な情報を登録して、 rOK」 をク U ックします。 
設定入力後、 「FOMA 端末へ設定を書さ込む」をク U ックして上書さを確認してから、書さ込みを実行して 
<ださい。 


おし6せ 


参 APN 設定 （FOMA パケット通信の接続先）は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、異なる FOMA 端末 
を接続する場合は、再度 APN 登録をする必要びあります。 

♦パソコンで作成したダイヤルアップの設定を継続利用する場合は、同一 APN 設定 （cid 設定）番号を端末に登 
緑してください。 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信/ 64 K データ通信のダイヤルアップ接続の 
設定を行ラ方法について説明します。拟下のよラな流れになります。 

♦目 4K データ通信を行ラ場合は「ダイヤルアップネットワークの設定」は不要です。「ダイヤルアッ 
プの設定を行ラ」 (P.37) に進んでください。 

AT コマンドについて 

♦ AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さらにホ広 
張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしています。 

♦ AT コマンドを入力することによって、「データ通信」や FOMA 端末の詳細な設定、設定内容の確 
認（表示）をすることびでさます。 


♦接続先 （APN) の設定を行ラ場合、 N 目01 i 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!-ール後に組 
み込まれた 「F 日 MAN 目 0]i」 （モデム）に割り当てられた COM ポート番号を指定する必要びあ 
ります。ここでは COM ポート番号の確認方法について説明します。ここで確認した COM ポート 
は接続先 （APN ) の設定 ( P.33) で使用します。 


FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル（別売）を接続する 

FOMA 端末の電源を入れて FOMA 端末と接続した FOMA USB 接続ケー 
ブルをパソコンに接続する 
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r スタート」一「コント□ールパネ 
ル」を開く 


Windows ムーヒーゴー刀一 


帝 

み ファイルと設定のま槐ウイヴード 


I Windows XP ツアー 


すべてのブ日ヴラム化）^ 


啤マィコンピュ-夕 

A 巧続の 
プリンタと FAX 


W ヘルブとサポート(ぶ 
P ぉま每 

〇ファイルるをおちして実行(断' 


广ク I □ヴオフが I. の I が了が'ン必 ( ぶ 


コント□ールパネル内の「プリン 
夕とその他の八ードウエア」から、 
r 電話とモデムのオプション」を開 
< 



r 所在地情報」画面び表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して roK 」 をクリックする 


「モデム」タブをクリックして 
「FOMA N 目01 u の r 接続巧」欄の 
COM ポートを確認し、 「0 K 」 をク 
リックする 

確認した COM ポート番号は、接続先 (APN) 
の設定 (P.33) で使用します。 

画面に表示させる内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 
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r スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」を開く 



が紙 


I アドレス也)恆コント□-ルバネル 


乃イルた）爲集(をま示な> も'巧に入り也）ツ-ルのヘルブが 


3 


g I 甘フォルタ‘ け履歴 I 枢巧》 


コント□ールパネル内の「電話と 
モデムのオプション」を開< 


r 所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番」を入力し、 roK 」 を 
クリックする 


タイヤル憎ま 6 モデム | i お田 I 


「モデム」タブをクリックして 
「FOMA N 601 U の r 接続先」欄の 
COM ポートを確認し、 「0 K 」 をク 
リックする 

確認した COM ポート番哥ま、接続先 （APN) の 
設定 (P.33) で使用します。 

画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 



お加也)...」 肖 I 腾(巧」プロけティ(り 


[ 


キサンむレ」 


瑜鐵遠 T 黛国 II 漂 
ilM 黄轰夕麵ン 

口 | i 娘 I - 念画~ 

聲|1鄭 f 「画 II 餐警卿！ 

練™1國^画 W 画加.^側 
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設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標 

準添付の「八イパーターミナル」を使った設定方法を説明します。 

接続先についてく APN/cid > 

♦パケット通信の接続先には、目 4 K データ通信と異なり、電話番号を使用しません。接続には電話 
番号の代わりに APN を設定して接続します。 

♦ APN 設定とは、パソコンからパケット通信用の電話帳を登録するようなもので、登録するときは、 
] から] 0の登録番号 ( cid ) を付与して登録し、その登録番号 ( cid ) を接続先ま号の一部として 
使用します。お買い上げ時、 cid ] には mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 び、 cidS に 
は mopera U の接続先 ( APN )「 mopera . net ! び登録されていますので、 cicl 2 または4〜] 0に 
接続先 （ APN ) を設定してください。※] 

♦ APN は 「cid (1 〜] 0までの管理番号)」によって管理されます。接続する接続先番号を「*99 
* * * く cid ま号>#」とすると cid ま号の接続先に接続します。 

♦ mopera に接続する場合は接続先ま号を「 * 99 * * * 1#」に 、 mopera U に接続する場合は、「 * 
99* **3#」にすると、簡単に mopera または mopera U を利用することびできます。《2 

♦ APN 設定は、携帯電話に相手先情報（電話番号など）を登録するのと同じよラに接続先を FOMA 
端末に登録します。携帯電話の電話帳と比較すると iU 下のよラになります。 



APN 設定 

携帯電話の電話帳 

登録するデータ 

APN 

電話番号 

cid 

電話帳のメモ1」番号 

- 

相手の名前 

登録のしかた 

パソコンを使って登録する 

O(F0MA PC 設定ソフトなどを使用） 

〇 (専用ソフトび必要） 

携帯電話を使って登録する 

X (確認ちでをません） 

〇 

使いかた 

cid を指定して接続 

電話帳から検索してかける 

— 

FOMA 端末のダイヤルボタンから 
直接電話番号を入力してかける 


♦ 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

• mopera U または mopera _ U 义外の接続先 ( APN ) については、インターネットヴービスプ□バイ 
ダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

:「ダイヤルアップネットワーク」の電話番号欄に APN を入力して接続するのではなく、 FOMA 端末側に接続先（イン 
ターネットサービスプ□バイダ）についてあらかじめ APN 設定を斤います。 

《2:他のインターネットサービスプ□バイダなどに接続する場合は、 APN を設定し、 cid の2ままたは4〜] 0まに登録し 
てください。 

く例： Windows XP の場合> 

FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル（別売）を接続する 


FOMA 端末の電源を入れて FOMA 端末と接続した FOMA USB 接続ケー 
ブルをパソコンに接続する 

パソコンで、「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一 
r 通信」-*^「八イパーターミナル」をクリックして八イパーターミナルを 
起動する 

Windows 2000の場合 

「スタート」^「プログラム」^「アクセサリ」^「通信」^「八イパーター三ナル」の順に開く 
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「今後、このメッセージを表示しない」をチェックし、「はい」をクリック 
する 


「名前」欄に任意の名前を入力し、 
roKj をクリックする 

ここでは例として 「 sample 」 と入力します。 


巧沒の設ち r ?® 


^巧しい巧続 

を巧を入力し、アイ〕ンを进んでください： 

をお(ゆ 
[samptej 

アイコンの： 

圓龜急嘿 I 變圓巧麵 

< ! _ > 


[ 0 K J I キヤン tZ ル1 


r 接続方法」か5 「FOMA N 目01 u を 
選択し、 「0 K 」 をクリックする 

接続画面び表示されるので、「キャンセル」をク 
U ックする 

「FOMA N 601 U の COM ポートを選択でをる 
場合 

COM ポートのプ□パティび表示されるので 
「0 K 」 をクリックする 
ここでは例として「 COM 3」を選択します。 
実際に「接続方法」で選択する 「FOMA 
N 目0川の COM ポートき号は、 「 COM ポー 
卜を確認する」 ( P .30) を参照して確認して 
<ださい。 



TCP/IP ( Winsoc い 


「FOMA N 601 ij の COM ポートを選択できな 
し知 □ 

「キャンセル」をク U ックして「接続の設定」 
画面を閉じ、の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」一「プ□パティ」を選択 

(2) 「 sample のプ□パティ」画面の「接続の 
設定」タブの「接続ち法」欄で 「FOMA 
N 601 iJ を選択 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」の 
チェッソを外す 

(4) rOKJ をクリックする 


互!ぶ j 

巧続の記ち I 設定 I 

を sample しアイコンの変をの...~ ] 

国/化域番号に)：-3 

長が盈1の巧頭まちなしで市かちホを入力してください。 

市外ちホ松 I 
巧話番号を)： I 

巧椅が辦 fPOMA N601 i jJ 

モデムの巧ぶ(む… I 

厂當巧徽番ぞとおが'局番を楼う(邸 

厂巧話中ならリタ’イかける(が 


I キサンセル 
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接続先 (APN) を入力し、团を巧す 

AT + CGDCONT 二く加>， " PPP " ， " APN " 

の形式で入力する 

く cicl >:2、 4〜] 0までのラち任意の番号を 
入力する 

すでに cid び設定してある場合は設定び上書さ 
されますので注意してください。 

" PPP " :そのまま " PPP " と入力します。 

" APN " :接続先 （ APN ) を""で囲んで入力 
します。 

rOKJ と表示されれば、接続先 ( APN ) の設定 

はを了です 

例： cid の2番に XXX . abc という APN を設定 
する場合 

AT + CGDCONT 二 2，" PPP "，" XXX . abc " 

團と入力します。 

rOKJ と表示されることを確認し、「ファイル」メニューを開き、 「 A イ 
パーターミナルの終了」をクリックして八イパーター5ナルを終了する 

「" sample " と名前付けされた接続を保をしますか？」と表示されますび、とくに保をする必要はあ 
りません。 



おし6せ 


♦ P .3 已の操作7政降、「八イパーターミナル」で入力した AT コマンドび表示されないことびあります。このよう 
なときは、 ATE ] g と入力すれば、じ(降に入力する AT コマンドび見えるようになります。 

♦ AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定を U セットする場合 

• U セットを行った場合、 cid = l の接続先 ( APN ) 設定び rmopera . ne . jp 」 （初期値）に、 cid =3 の接続先 ( APN ) 設定び 
rmopera.netj (初期値）に戻り、 cid =2、 4〜]0の設定は未登歸となります。 

<入力ちま〉 

AT + CGDC 0 NT =|4| (すべての cid を U セットする場合） 

AT + CGDC 0 NT =〈 cid〉g (特定の cid のみ U セットする場合） 

♦ AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定を確認する場合 
-現在の設定内容を表示させます。 

<入力ちま〉 

AT + CGDC 0 NT ? Ul 


♦パケット通信を行ラとさに、通知/非通知設定（接続先にお客様の発信者番号を通知する、しな 
いの設定）を行ラことびでさます。発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十 
分にごを意ください。 

♦ 発信者番号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行ラ前に AT コマンドで設定でさます。 
♦発信者ま号の通知/非通知、または「設定なし」湖期値）に戻すには* DGP 旧コマンド （ P .4 目） 
で設定します。 

「八イパーターミナル」を起動する 


パケット通信時の発信者番号の通 
知 （186) /非通知 （184) を設 
定する 

「AT * DG 円 R 二く/7>」の形式で入力します。 

発信/着信応答のときに自動的に184 (非通知） 
を付ける場台 

A い DG 円 R =] 团 
と入力する 

発信/着信応答のとさに自動的に186 (通知） 
を付ける場合 

A い DG 円 R 二 2 團 
と入力する 


ITI 面防 
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roKj と表示されることを確認し、 
「ファイル」メニユーの「八イパー 
ターミナルの終了」をクリックす 
る 



おし6せ 


• ドコモのインターネット接続サービス mopera U または mopera をご利用になる場合は、発信ち番号を「通知」 
に設定する必要びあります。 


ダイヤルアップネットワークでの186 (通知）/184 (非通知）設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の番号に] 86/184を付けることびでさます。 
* DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で] 8目/] 84の設定を行った場合、 
のようになります。 


ダイヤルアップネットワー 

* DGP 旧コマンドによる 

発信者番号の 

クの設定 （ cid = 1の場合） 

通知/非通知設定 

通知/非通知 


設定なし 

通知 

* 99 * * * ] # 

非通知 

非通知 


通知 

通知 


設定なし 

非通知（ダイヤルアップネットワークの通知]日4 

] 84 * 99ネネ*]# 

非通知 

び優先される） 


通知 



設定なし 

通知（ダイヤルアップネッ h ワークの通知] 86び 

] 86ホ99ホホホ]# 

非通知 

優先される） 


通知 
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♦ ここではパ^ット通信で mopera U に接続する場合を例に説明しています。 

•パケット通信で接続する場合 、 mopera U では「*99* **3#」、 mopera では「*99*** 
1# J を接続先の電話番号に入力してください。目 4 K データ通信で接続する場合 、 mopera U では 
「*870]」、 mopera では「*9目0]」を接続先の電話番号に入力してください。 


r スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」一「新 
しい接続ウイザード」の順に開く 


r 新しい接続ウィザード」画面が表 
示された5、「次へ」をクリックす 
る 



r インターネットに接続する」を選択し、「次へ」をクリックする 

r 接続を手動でセットアップする」を選択し、「次へ」をクリックする 

r ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

「デノい^スの選択」び表示された 
場合は、「モデムー FOMA N60 li 
(coMx)j のみを選択し、 r 次へ」を 
クリックする 

「デバイスの選択」画面は、複数のモデムびを在 
するとさのみ表示されます。 

( COMx ) は、 「 COM ポートを確認する」 （ P .3 C )) 

で表示される COM ポートの番号です。 


く戻る(呂） [ みへ姐い1 キサンセル J 


] シビュ-夕上に巧数のタイヤルアタブデけイスがあります。 
だほ巧するデバイスの思巧留： 



nsp 名」欄に任意の名前を入力し、 
「次へ」をクリックする 


巧しいな爲ウィザード 


イシ巧-私卜巧続を提棋するサ-むのる前は巧ですか？ 


みのポククスに反 P のをがを人力してび巧 U 
ISP を(直） 



ここに入力されをる肺よ巧ぶしている巧続のを前にねります。 
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「電話番号」欄に接続先の番号を入 
力し、「次へ」をクリックする 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


巧し〇巧ちウイザード 


タイヤルする巧ま番号 

EP のを話毎号をお定し!:ください。 


下にを話班ちを入力してください。 
電話宙をを)： 



f 鑛訖觀親ホモ幾!離貪鑑驢兹微藉综塞磯雜話* 



「次へ」をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーヴ ー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

mopera U または moperai ；^ (外のプ□バイダに 
接続する場合は、ちの画面のよラに「ユーヴー 
名」、「パスワード」、「パスワードの確認入力」 
欄にプ□バイダまたはネットワーク管理者から 
指定されたユーヴー名とパスワードを入力して 
<ださい。 


「完了」をクリックする 

新し<作成した接続ウィヴードび表示されま 
す。 



巧しい巧沒ウィザード 



がしい接綻ウィザードの完了 

みの巧続の巧励こ'必要ね手順は正稱こ完了しました。 

:このコンピュ-夕のすぺてのュ-ザ-と共ぉる 
• すぺての人に同じユープーをとパスワードをほ巧する 

この巧病は、はットワ-ウ衞志!フォルタ’に瓶转れます。 

□CT 搭構の盼 F’ 做が釈ク防瓶剧阿教觀 

巧倚を巧巧してウィザ-ドを閱13るには、巧了]を如ックしてください。 


[ く戻る(曲1 [ 完了 ][ キサ：/セルI 


r スタート」^「すべてのプ□グラム」 
「ネットワーク接続」を開く 


「アクセサリ」^「通信」 


作成したダイヤルアツプのアイコ 
ンを選択して、「ファイル」メ 
ニューの「プ□パティ」を開く 


>软の 


おが忙\がかツ-ル巧逆ち佩が 

し；解 Ttt がI固* 


けぶ 


アドレスのネ，卜っづ♦煤 


P WU 媒巧がが巧 

夕 も-嘯 m 嫩， 
♦綿好严。 

C 〇〇)船^ fSlUr すな 
巧■■■の巧伤 J 胤肺巧お 
■4 oewjMS 対I持すな 
田 •- ぶ媒晚《抗々で F マる 


mamSEXMa 
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「全般」タブで設定を確認する 

ノてソコンに给上のモデムび接続されている場合 
は、「接続ち法」欄で「モデム - FOMA N 目0川 
のみにチェックび付いていることを確認し、チェッ 
クび付しにいない場合口ま、チェックを付けます。 
r ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていな 
いことを確認します。チェックび付いている場 
合には、チェックを外します。 


画面はパケット通信で m 日 pera U へ接続する場 
合の例です。 


をお I オプシヨシ I たキュリティ I ネットワーウ I 詳細 i さま1 
巧橘方; ちの： 

^ か i 

厂すぺてのデ"イスで同 b 巧ちを0李 U 化すが __祗巧 J 



W 巧劍うに巧舶賊じアイ〕シをまミする地) 


0K I キャンセル 


「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄 
は、 「 PPP : Wind 曰 WS 9己/ 98/ NT 4/ 
2000，1 nternet 」 を選択する 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプ □ トコル（ TCP / IP )」を選択し 
ます。 「 Q 日 S パケットスケジューラ」は設定変 
要びでさませんので、そのままにしておいてく 
ださい。 


「設定」をクリックする 

すべてのチェックを外し、 roK 」 を 
クリックする 


ん SAMPLE のブ□"ティ r ? 松I 



[ 0K J 〔キヤンセル ] 


PPP 話ち 回两 


□ LCP 化很をほうの 
□シフトウ： c ァによる脇 S を行う(化)' 

□ 単ーリンク巧撤こ巧してマル判ンウをネ化工-卜する(凹） 

に 0 K 1 I キャンセル〕 


操作14の画面に戻るので rOK 」 をクリックする 
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「スタート」一「プ□グラム」一「アクセサリ」 
クとダイヤルアップ接続」の順に開く 


「通信」一 r ネツトワー 


ネッ トワークとダイヤルアップ接 
続内の r 新しい接続の作成」をダ 
ブルクリックする 




j アドレス做向!ネットつ叫と削わレアッブ枯続 


ファイ JWE) 爲まのまモ(のが財こ入り化）ツづ WI) 詳細設定(のヘルブ做 


•を I ながま なフォ ルタ 分 原ほ I なお X が I 固， 


jm 

] 夕呼紙I 


傅 J 


を 


r 所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番」を入力し、 roK 」 を 
クリックする 

「所在地情報」画面は操作2で「新しい接続の作成」をはじめて起動したとさのみ表示されます。 

2回目しソ降は、この画面は表示されず、「ネットワークの接続ウィヴード」画面び表示されるので、 
操作己に進んでください。 

r 電話とモデムのオプション」画面び表示されてか5、 「0 K 」 をクリック 
する 

「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示されてか5、「次へ」をク 
リックする 

r インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

r インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリアネット 
ワーク （ LAN ) を使って接続します」を選択し、「次へ」をクリックする 

r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択し、「次 
へ」をクリックする 

r インターネットへの接続に使う 
モデムを選択する」欄が 、 「FOMA 
N 601 u になっていることを確認 
し、「次へ」をクリックする 

「FOMA N 目01 u になっていない場合は、 

[ FOMANeOliJ を選択する 

「FOMA N 60 1 U し：^外のモデムびインス I -ール 
されていない場合は、この画面は表示されませ 
ん。 


「電話番号」欄に接続先の番号を入 
力し、「詳細設定」をクリックする 

「市外局番とダイヤル情報を使ラ」のチェックを 
外してください。 


画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 
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「接続」タブの中を画面例のように 
設定し、「アドレス」タブをクリッ 
クする 

mopera U または moperai ；^ 外のプ□バイダに 
接続する場合は、「接続の種類」、「□グオンの手 
続さ」については、インターネットサービスプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定さ 
れたとおり設定します。 



「アドレス」タブの IP アドレスおよ 
び DNS ( ドメインネームサービス） 
アドレスを画面例のように設定 
し、 「0 K 」 をクリックする 

mopera U または moperai ；^ 外のプ□バイダに 
接続する場合、 「 IP アドレス」、 nSP による DNS 
( ドメインネームサービス）アドレスの自動割り 
当て」については、インターネットサービスプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定さ 
れたとおり設定します。 


操作10の画面に戻るので、「次へ」 
「次へ」をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーヴー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

mopera U または moperai ；^ 外のプ□バイダに 
接続する場合、ちの画面のよラに「ユーヴー名」、 
「パスワード」欄については、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者 
から指定されたとおり設定します。 



をク IJ ック する 



r 接続名」欄に任意の名前を入力 
し、「次へ」をクリックする 
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「いいえ」を選択し、「次へ」をクリックする 


「完了」をクリックする 

作成したダイヤルアップのアイコ 
ンを選択し、「ファイル」メニュー 
の「プ□パティ」を開く 



二凹ぶ] 


]1ファイルを)漏集のま示牠わ新こ入り曲ツ-ルの誰酿きおが A ルプお） m 

1巧続ぬ） 

j 祝態 (U:| 

度ま百!フォが ^ms 1なおX的1 & 1 


ィャルァップ巧続 こ！クぁか 

j 巧し〇操廣(他.. 

L コビ-のな脱り 

国帶造 

穿斤しい描馬の□一カルエリア SAMPLE 
アツブ けぶな m 

ショートかットの巧巧を） 
刖除屯） 

る前の魏 (M) 



刷ぶ (Q) 

種類:タイかレアゥプ巧病 


状腊切が 


M 涅巧されをオブジ王ウトのブロバティをまちします。 




「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台し U 上モデムび接続されている場 
合は、「接続の方法」欄で「モデム - FOMA 
N 601 iJ のみにチェックび付いていることを確 
認し、チェックび付いていない場合には、チェッ 
クを付けます。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックび付いていな 
いことを確認します。チェックび付いている場 
合には、チェックを外します。 


画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


口 :…口 け, 


を肢 I オプション I セキュリティ I ネットワーク I 共を I 
巧続のちまの： _ 


Jj 

A} 


* すべてのデバイスで同じ岳号を呼淵す也） 


巧ぶぬ)…」 


厂 FOMA N601 i の更註巧ち- 

市ホ局香を)：巧詰をち(か 

厂 J 「* *99が*3# 一 その化(が」 

国#を/化巧香号お)： 

广 3 


厂巧かル惜齡體鱗 ダイか腑辄@1 


口揉倚時にタスウバーにアイコンをまモする地) 


OK I キサンセル 


「ネットワーク」タブをクリックし 
て各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄 
は 、 「PPP : Windows 9己/ 98/ NT 4/2000, 
Internet 」 を選択する 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )」のみをチェックします。 



をお I オプシ3ン I セキュリティネ》トワ—ク I 共を I 
呼ぴ化すタイヤルアクブサーバーの桂铺ち)： 

piraat 畑 BBIMMiBaiMf 化. gBWilBf — — ▼] 

設定を） I 

わックポックスがオン(こなっている瓜ボーネントはこの巧続で使われます(む 



競？離贼觸纖隣難 


I OK ] キヤンセル 

「設定」をクリックする 
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すべてのチェックを外し、 roK 」 を 
クリックする 



操作20の画面に戻るので roK 」 をクリックする 


ここでは、設定したダイヤルアップを使って、パケット通信のダイヤルアップ接続をする方法につい 
て説明しています。 

く例： Windows XP の場合> 


FOMA USB 接続ケーブル（別売）で FOMA 端末とパソコンを接続する 

「取り付け方法」 - P .5 


r スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」一 
「ネットワーク接続」を開く 


接続先を開< 

P .37 の操作7で設定したに P 名のダイヤルアツ 
プの接続先アイコンを選択して、「ネツ ト ワーク 
タスク」^「この接続を開始する」を選択する 
か、接続先のアイコンをダブルク U ックする 



内容を確認し、「ダイヤル」をク 
リックする 

ちの画面は mopera U に接続する場合の例で 
す。 m 日 pera U または mopera の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄のままでを 
接続でさます。 


く接続中の状態を示す画面び表示されます> 

この間にユーヴー名、パスワードの確認など 
の□グオン処理び行われます。 



*99 料* 3#にタイれ)ゆ… 

1…和心モル] 


SAMPLE 


こ巧沒しています… 
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く接続の完了 > 

接続び完了すると、デスクトップち下のタス 
クバーのインジケータから、ちの画面のよラ 
なメッセージび数秒間表示されます。 

ブラウヴソフトを起動してサイトやイン 
ターネットホームページを閲覧したり、電子 
メールなどを利用でさます。 

ちの画面のよラなメッセージび表示されな 
い場合は、「ダイヤルアップネットワークの 
設定」 ( P .30). 「ダイヤルアップの設定を行 
う」 （ P .37) を再度確認してください。 

通信状態については、 P .2 己を参照してくだ 
さい。 



インターネットブラウザを終了しただけでは、通信回線が切断されない場合があります。1；(下の操作 
で確実に切断してください。ここでは Windows XP を例に説明します。 


タスクトレイのダイヤルアツプア 
イコンをク U ツクする 

インターネツト接続の状態画面び表示されま 
す。 


ダイヤルアップアイコン 


「切断」をクリックする 


おしらせ 


[♦パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合びあります。 
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♦ AT コマンドー覧では、似 TF の略を使用しています。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定び初期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定び保をされるコマンドです。 ATZ コマンドで設定値を呼び戻すこ 
とびでさます。 


FOMA N 目01 i (モデム）で使用でをるコマンドです。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A/ 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキヤ 

1」ツジ U ターンは不要で 
す。 


A/ 

0K 

AT 


本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付 
加することで、 FOMA 端末のモデム機能を制 
御することびでさます。 

《 AT のみ入力した場合でち 0K び応答され 
ます。 

AT 

OK 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 
表 7]T します。 


AT%V 

Verl.OO 

OK 

AT&C/7 

[&F] [&W] 

DTE への回路 CD 信号の動作 
条件を選択します。 

/7=0 : CD は常に ON 
/7=1: CD は相手モデムのキヤ U アに応じ 
て変化する（初期値） 

AT&Cl 

OK 

AT&D/7 

[&F] [&W] 

DTE から受け取る回路 ER 
信号び ON /OFF 遷移した 
とさの動作を選択します。 

/7=0 : ER の状態を無視する（常に ON とみ 
なす） 

/7=1: ER び ON から OFF に変わると、才 
ンラインコマンド状態になる 
/7=2 : ER び ON から OFF に変わると回線を 
切断し、オフラインコマンド状態にな 
る湖期働 

AT&Dl 

OK 

AT & E /7 

に F ] に W ] 

接続時の速度表示の仕様を 
選択します。 

/7=0 :無線区間通信速度を表示する 
/7=1: DTE シ U アル通信速度を表示する 
湖期値） 

AT&EO 

OK 

AT&F/7 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 

/7=0のみ指定可能（省略巧） 

(オフラインモード時） 
AT&F 

OK 

AT&F? 

ERROR 

AT&F=? 

ERROR 

けンラインコマンドモード時） 
AT&F 

N0 CARRIER 
(オフラインモードへ移行） 

AT&S/7 

[&F] [&W] 

DTE へ出力するデータセツ 
トレディ信号の制御を設定 
します。 

/7=0 : DR は常に ON (初期値） 

/7=1: DR は回線接続時（通信呼確立時）に 
ON 

AT&S0 

0K 

AT&W/7 

現在の設定値を記憶しま 
す。 

つ=0のみ指定可能（省略巧） 

AT&W0 

0K 

AT&W 

0K 

AT&W? 

ERROR 

AT 調二？ 

ERROR 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DANTE 

FOMA 端末の電波の受信レ 
ベルを表示します。 

0 : FOMA 端末の電波の受信レベルび圏外と 
表示される状態 

1: FOMA 端末の電波の受信レベルび0本 
または1本の状態 

2 : FOMA 端末の電波の受信レベルび2本の 

状態 

3 : FOMA 端末の電波の受信レベルび3本の 

状態 

AT * DANTE 
ホ DANTE :3 

OK 

AT * DANTE = ? 

ホ DANTE :(0-3) 

OK 

AT * DGANSM =/7 

パケット着信呼に対する着 
信拒否/許巧設定のモード 
を設定します。本コマンド 
による設定は、設定コマン 
ド入力後のパケット通信着 
信呼に対し有効となりま 
す。 

n 二0 .. 着信拒否設定 （AT * DGARL ) および着 
信許可設定 （ AT * DGAPL ) を無効にす 
る湖期値） 

/7=1:着信拒否設定を有効にする 
ロニを -.着信許可設定を有効にする 

AT * DGANSM ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGANSM =0 

OK 

AT * DGANSM ? 

ホ DGANSM :0 

OK 

AT * DGAPL =/7[, cid ] 

パケット着信呼に巧して着 
信許可を行ラ APN を設定 
します。 APN の設定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cicl > パラ 
メータを用います。 

/7=0 : く cicl > で定義された APN を着信許 
巧 U ストに追加する 

n =\ : < cicl > で定義された APN を着信許 
可 U ストから削除する 

< cid > び省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGAPL ? 

:着信許可 U ストを表示する 

AT * DGAPL =0,1 

OK 

AT * DGAPL ? 

ホ DGAPL :1 

OK 

AT * DGAPL =1 

OK 

AT * DGAPL ? 

OK 

AT * DGARL =/7 [，加] 

パケット着信呼に対して着 
信拒否を行ラ APN を設定 
します。 APN 設定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cicl > パラ 
メータを用います。 

n 二0 .. < cid > で定義された APN を着信拒 
否 U ストに追加する 

/7=1: < cid > で定義された APN を着信拒 
否 U ストから削除する 

< cid > び省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGARL ? 

:着信拒否 U ストを表示する 

AT * DGARL =0,1 

OK 

AT * DGARL ? 

ホ DGARL :1 

OK 

AT * DGARL =1 

OK 

AT * DGARL ? 

OK 

AT*DG 円 R =/7 

本コマンドの設定は、パ 
ケット通信の発信時、着信 
時の通知-非通知設定び有 
効とな0ます。 
ダイヤルアップネットワー 
クでの設定でち、接続先の 
番号に] 8日（通知）/184 
(非通知）を付けることびで 
きます （ P .3 已)。 

n 二0 .. APN をそのまま使用する（初期値） 
/7=1: APN に "184" を付加して使用す 
る（常に非通知） 

77=2 : APN に "18 日"を付加して使用す 
る（常に通知） 

AT * DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

AT*DGP 旧 =0 

OK 

AT * DGPIR ? 

ホ DGP 旧: 0 

OK 

AT*DRPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します。 


AT * DRPW 
ホ DRPW :0 

OK 

AT * DRPW =? 

ホ DRPW :(0-7 己） 

OK 

AT+CAOC 

現在の課金値の問い合わせ 
を行います。 


AT+CAOC 
+ CA 0 C :" 00001 4" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 
します。 

U ヴルト： + CBC : く bcs > ，く bcl > 
bcs : 

0:電池パックから電源び供給されている 

1:電池パックから電源び供給されていな 
し飞 

2 : FOMA 端末に電池パックび接続されて 

いない 

3 :電源供給エラーにより FOMA 端末から 

の発信不可 

bcl : 

0:電池残量なし、または電池パック未接続 

1〜100 :電池残量あり 

AT+CBC 
+ CBC : 0,70 

OK 

AT + CBC ? 

ERROR 

AT + CBC =? 

+ CBC :(0-3)，(0-100) 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT+CBST 

利用するべアラサービスを 

書式： AT + CBST =</7>, 1,0 

AT + CBST =] 34,1,0 


切り替えます。 

/7=11目： 64,000 bps(bit transparent ) 

OK 



烟期値） 

AT + CBST ? 



77=] 3] : 32,000 bps ( multimedia ) 

+ CBST :134,1，0 



77=134 : 64,000 bps ( multimedia ) 

OK 

AT + CBST =? 
+ CBST :(1 16,131, 
134),(! ).(0) 

松 F ] [& W ] 



OK 

AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

U ヴルト： + CEER : く repo け > 

AT+CEER 


します。 

report :切断理由一覧 （ P . 已 8) 

+ CEER :3 日 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 
( APN ) を設定します。 

P . 已4 

P .54 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時 
にネットワーク側から通知 
される日 oS けービス品戴 
を許容するかどラかの判定 
基準値を登録します。 

P . 已4 

P .54 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信 
時にネットワークへ要ます 
る QoS (サービス品質）を 
設定します。 

P . 已已 

P . 已已 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+CGMR 


表术します。 


12345 XXXXXXXXXXX 
OK 

AT + CGREG =/7 

ネットワーク登録状態を通 

/7=0 :通知なし（初期値） 

AT + CGREG =1 


ミ□するかどラかを設定しま 

/7= 1:通知あり 

OK (通知ありに設定） 


す。 

圏内-圏外び切り替わったときに通 

AT + CGREG ? 


応答される通知により圏内 

知する 

+ CGREG : 1,0 


/圏外を表示します。 

AT + CGREG ? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT + CGREG =? 



+CGREG ：</?>, < stat > 

+ CGREG : (0,1) 



n :設定値 

OK 



stat : 

帽外） 



0:パケット圏外 




1:パケット圏内 

(圍外から圏内に移動 



4 :不明 

した場合） 

松 F ] [& W ] 


已：パケット圏内 

+ CGREG :1 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


W します。 


1 2345 XXXXXXXXXXX 
OK 

AT + CLIP =/7 

日 4 K データ通信の着信時 

/7=〇 : U ヴルトを出さなし n 初期値） 

AT + CLIP =0 


に、相手の発信番号をパソ 
コンに表示でさます。 

/7=1: U ヴルトを出す 

OK 



AT + CLIP ? 

AT + CLIP =? 



:現在の設定値を表示する 

+ CLIP :(0，1) 



+ CLIP ：/7,/77 

m 二0 :発信時に相手に番号を通知しない 

OK 



NW 設定 

(+ CLIP =1 設定時に着 



/77=1:発信時に相手に番号を通知する NW 

信） 



設定 

RING 



m = 2:不明 

+ CLIP : 

"090 XXXXXXXXM 77," 

[& F ] [& W ] 



123", 136 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIR =/7 

日 4 K データ通信の発信時 
に、電話番号を相手に通知 
するかどラかを設定しま 
す。 

n =0 : CUR サービスの契約に従ラ 
/7=1:通話相手に番号発信しない 
n 二2 .. 通話相手に番号発信する（初期値） 

AT + CLIR ? 

:現在の設定値を表示する 
+ CLIR ：/7,/77 

/77=0： CUR は起動していない（常時通知） 
/77=1: CL 旧は起動している（常時非通知） 
m 二を.. 不明 

m =3 : CUR テンポラ U - モード(非通知デ 
フオルト） 

/77=4： CUR テンポラ U - モード（通知デ 
フオルト） 

AT + CLIR =0 

OK 

AT + CLIR ? 

+ CLIR :0,1 

OK 

AT + CLIR =? 

+ CLIR :(0-2) 

OK 

AT + CMEE =/7 

[& F ] [& W ] 

FOMA 端末のエラーレポー 
卜の有無の設定を行いま 
す。 

/7=0 : ERROR U ヴルトを用いる湖期値） 
/7=1 : +CME ERROR :< er「>iJ ヴ J レト 

コードを使用し、 < err > は数値を用 
しぶ 

77=2 : +CME ERROR :< er 「> iJ ヴ J レト 

コードを使用し、 < err > は文字を用 
いる 

AT + CMEE ? :現在の設定値を表示する 
ち記は FOMA 端末や接続に異常びある場 
合のコマンドの実行例です。 

+CME ERROR U ヴルトコードは下記の 
とお0です。 

1 : no connection to phone 

10: SIM not inserted 

1 已 ： SIM wrong 

16: incorrect password 

100 : unknown 

AT + CMEE =0 

OK 

AT+CNUM 

ERROR 

AT + CMEE =1 

OK 

AT+CNUM 
+CME ERROR :10 
AT + CMEE =2 

OK 

AT+CNUM 
+CME ERR 0 R:SIM 
not inserted 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表 

U ヴルト： + CNUM :，< number > ，く type 〉 
number :電話き号 
type : ] 29 または] 4 已 

129 :国際アクセスコード+を含まない 

14己：国際アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 
+ CNUM :,"+8190 XX 
XXXXXX ’’，] 4 已 

OK 

AT+COPS 

接続する通信事業者を選択 
します。 

書式： AT + COPS =< mode >,2,< oper > 

mode =0 :オート（自動的にネットワーク 
を検索して通信事業者を切り替 
える） 

nnode = l :マニュアル （< oper > に指定さ 
れた通信事業者に接続する） 
mode =2 :通信事業者との接続を解除（切 
断）する 

mode =3 :マッピングを行わない 
mocle =4 :マニュアルオート（く oper > に 
指定された通信事業者に接続で 
さなかった場合に「オート」の 
処理を行ラ） 

< ope 「> は国番号 （ MCC ) とネットワーク 
番号 （ MNC ) からなる]日進数の値で示す。 
書式はけ下の通り。 

Digit 1 of MCC - - - octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC - • - octet 1 bits 已 to 日. 

Digit 3 of MCC - • - octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC - • - octet 2 bits 日 to 日. 

Digit 2 of MNC - • - octet 3 bits 已 to 日. 

AT + C 0 PS =0 

OK 

AT + COPS ? 

+ C 0 PS :0 

OK 

AT + C 0 PS =? 
+ C 0 PS :(2,„"44 F 00 
1")..(0.1).(2) 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号び 

U ヴルト： + CPAS : く pas > 

AT+CPAS 


使用でさるかどラかを表示 


+ CPAS :0 


します。 

pas : 

OK 



0 : FOMAS 品末への制御信号の送受信び可能 

AT + CPAS ? 



1: FOMA 端末への制御信号の送受信び不 

ERROR 



可能 

AT + CPAS =? 



2 :不明(制御信号の送受信は保話されなしリ 

3 : FOMA 端末への制御信号の送受信び巧 

+ CPA &(0-4) 



能、かつ着信中 




4 : FOMA 端末への制御信号の送受信び巧 




能、かつ通信中 


AT+CPIN 

FOMA 端末に PIN コードを 

書式： AT + CPIN ="< pin >","< newpin >" 

(+ C 円 N ? 入力時に、 + CPIN : 


入力します。 

本コマンドは AT + CPIN ? を入力して 

READY び応答される状獻 



応答される U ヴルトコードの状態に 

AT+C 円 N =’’ 1234’’ 



よって FOMA 端末の円 N 1コード、 
円 N 2コードおよび PIN □ック解除 

ERROR 



コードを入力するためのコマンドで 

(+ C 円 N ? 入力時に、 + CPIN : 



す。 

READY び応答される状態） 



画面にて円 N コード入力や円 N □ック 

AT + CPIN =" 12345678", 



解除コードを要ホされている場合で 

"1234" 



も、 AT + CPIN ? 入力時の U ヴルトコー 

ERROR 



ドの状態によって本コマンドを利用 
して円 N 入力びでさない場合びあ0ま 

(+ C 円 N ? 入力時に、 + CPIN : 



す。 PIN コード変更を目的として本コマ 

SIM PIN び応答される状態） 



ンドを使用しないでください。 < pin > と 

AT + CPIN ="1234" 



< newpin > は" " で囲んでください。 

OK 



AT + C 円 N ? の U ヴルト 




+CPIN : READY :円 N 1コード、 

(+ C 円 N ? 入力時に、 + CPIN : 



円 N 2コード 

SIM PUK び応答される状態 



円 N 1□ック解除コード、円 N 2□ック解除 

: PIN 1 □ツク状態） 



コードび入力でさない状態 

AT + CPIN =" 12345678", 



+ C 円 N : SIM PIN :円 N 1入力待ち状態 

"1234" 



+ C 円 N : SIM 円 N 2 :円 N 2入力待ち状態 
+ C 円 N : SIM PUK : PIN 1 □ック状態 

OK 



(円 N 1□ック解除コード入力巧） 

(+ C 円 N ? 入力時に、 + CPIN : 



+ C 円 N : SIM PUK 2 :円 N 2□ック状態 

SIM PUK 2 び応答される状 



(円 N 2 □ック解除コード入力可） 

態: PIN 2 □ツク状態） 



ち記は円 N コード「1234」、円 N 

AT + CPIN =" 12345678", 



□ック解除コード 

"1234" 



「1234已目7日」の入力例です。 

OK 




AT + CPIN ? 

+C 円 N:READY 




OK 




AT+C 円 N =? 

OK 

AT + CR =/7 

回線接続時に CONNECT の 

/7=0 :表示しない（初期値） 

AT + CR =1 


リヴルトコードを表示する 

/7= 1:表示する 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

< serv > :パケット通信を意味する 

ATD * gg * * * ] # 


を表术します。 

" GPRS " のみ表示する 

+CR : GPRS 



(回線種別により " SYNC " , 
" AV 32 K " ， " AV 64 K " を表示） 

CONNECT 



AT + CR ? 


に F ] に W ] 


:現在の設定値を表示する 


AT + CRC =/7 

着信時に拡張 U ヴルトコー 

/7=0 : + CRING を使用しない（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどラかを設 

/7= 1: + CRING .< type > を使用する 

OK 


定します。 

+ CRING の書式はけ下のとおり 

AT + CRC ? 



+CRING : SYNC 

+CRC : 0 



+CRING : AV 64 K 

OK 



: GPRS " PPP " ,,, ■■< APN >" 

(PPPoverUD 着信時） 



AT + CRC ? 

+CRING : SYNC 



:現在の設定値を表示する 

( AV 64 K 着信時） 
+CRING : AV 64 K 
(PPP パケツト着信時） 
+ CRING : GPRS 
" PPP " …" 

[& F ] [& W ] 



〈 APN 〉" 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG =/7 

[& F ] [& W ] 

圏内-圏外情報の表示に関 
する U ヴルト表示の有無を 
設定します。 

• OS によっては設定でさ 
ない場合びあります。 

n 二0 .. 通知なし（初期値） 

/7=1 :通知あり 

圏内-圏外び切り替わったときに通 
知する 

AT + CREG ? 

:現在の設定値を表示する 
+CREG : く/?>，く stat > 
n '■ 設定値 
stat : 

0 :音声圏外 

1:音声圏内 

4 :不明 
已：音声圏内 

AT + CREG =1 

OK 

(通知ありに設定） 

AT + CREG ? 

+CREG :1,0 

0 K 
帽外） 

(圏外から圏内に移動 
した場合） 

+CREG :1 

AT+CUSD 

[& F ] [& W ] 

付加サービス等に関し、 
ネットワークの設定を変 
要、設定内容の問い合わせ 
を行います。 

書式： AT + CUSD =< n >,"< str >"[,0] 

n =0 :中間リザルト 

< m >[< str >,< clcs >] を送出しな 
い湖期値） 

/7=1 :中間リザルト 

< m >[< str >,< clcs >] を送出する 

中間 U ヴルト： 

m 二0 .. 言又 化兀 / 

/77= ] :ネットワークから情報要求あり。 

str : 〇〜9、#、 * のみ使用可能。 

く str > は’’’’で囲む 

AT + CUSD =0, 

" xxxxxxxxx " 

OK 

AT + CUSD =1,"*148 

ホ]ホ 0000#",0 

+ CUSD :0,"148*7#",0 

OK 

AT + CUSD ? 

+ CUSD :0 

OK 

AT+CUSD =? 
+ CUSD :(0,1) 

OK 

AT + FCLASS =/7 
[& F ] [ SAN ] 

FOMA 端末びヴポートする 
通信種別を設定します。 

/7=0 :データのみサポート（初期値） 

AT + FCLASS =0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のヴポート範囲を表示しま 
す。 

リヴルト； + GCAP : く area 〉 ，く area 〉, く area 〉 
area : 

+CGSM : GSM コマンドの一部またはす 
ベてびサポートされている 
+FCLASS : + FCLASS コマンドびヴポー 
卜されている 

+W : + W コマンドびヴポートされて 

いる 

AT+GCAP 
+ GCAP :+ CGSM，+F 
CLASS,+W 

OK 

AT+GMI 

メーカ名 （ NEC ) を表示し 
ます。 


AT+GMI 

NEC 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 
( FOMANBOli ) を表示し 
ます。 


AT+GMM 

FOMAN 目 Oli 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表71^します。 


AT+GMR 

Verl.OO 

OK 

AT + IFC =/7,/77 

フ□一制御ち式を選択しま 
す。 

n : DCE by DTE 
m : DTE by DCE 

0: フ□一制御なし 

1: X 0 N / X 0 FF フ□-制御 

2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 
初期値は/7，/77 =2,2 

AT + IFC ? :現在の設定値を表示する 

AT + IFC =2,2 

OK 

AT + IFC ? 

+IFC : 2,2 

OK 




AT + IFC =? 

+ IFC ： (0,1,2) ,(0,1,2) 

松 F ] [& W ] 



OK 

AT + WS 46=/7 

[& F ] [& W ] 

FOMA 端末の無線通信網を 
選択します。 

/7= 22: W - CDMA (Wideband CDMA ) のみ 
指定可能（初期値） 

AT + WS 46=22 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 

- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 


El QO VI X 4 & C 1 


表汀^します。 


& D 2 & S 0 & E 1 ¥ V 0 

3000=000 

3002=043 

3003=013 

3004=010 

SOO 已 =008 

SOO 日 =00 已 
3007=060 
3008=003 
3010=001 
3030=000 
3103=001 
3104=001 

OK 

AT ¥ V /7 

接続時の応答コード仕様を 

n =0 .. 掘:張 U ヴルトコードを使用しない 

AT ¥ V 0 


選択します。 

湖期値） 

OK 

松 F ] [& W ] 


/7=1:化張 U ヴルトコードを使用する 


ATA 

FOMA 端末び着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を斤い 


ATA 


ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に巧してパラ 

ATD * 99 * * * く cid ># :パヶット通信 

< パケット通信 > 


メータ、ダイヤルパラメー 

< cid > 1〜10 : + CGDC 0 NT 設定した 

ATD ホ 99 ホホホ]# 


夕の指定に従って自動発信 
処理を行います。 

APN を表す 

CONNECT 



AT + CBST =1] 氏1,0設定時 

ATD < 電話番号 > :目 4 K 通信 

<目 4 K 通信> 
AT + CBST =1 16,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT + CBST =]31,1,0 設定時 

ATD く電話き号> : AV 32 K 通信 

< AV 32 K 通信 > 
AT + CBST =131,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT + CBST =] 34丄0設定時 

ATD < 電話番号> : AV 目 4 K 通信 

< AV 目 4 K 通信 > 

AT + CBST =134,1,0 

OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 

ATE /7 

コマンドモードにおいて 

/7=0 :エコーバックなし 

ATE ] 


DTE に対するエコーバック 

n = 1:エコーバックあり湖期値） 

OK 

に F ] に W ] 

の有無を指定します。 



ATH /7 

FOMA 端末に対してオン 

/7=0 :回線を切断する（省略巧） 

(パケット通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 

OK 

ATH 

NO CARRIER 

ATI /7 

認識コードを表示します。 

/7=0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示する 

AT の 



/7=1:製品名を表示する （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



/7=2 : FOMA 端末のバージョンを表示す 

OK 



る （+ GMR と同じ） 

ATM 



n =3 ： ACMP 信号の各要素を表示する 

FOMAN 日 Oli 



n =4： FOMA 端末の有する通信機能の詳 

OK 



細を表示する 


ATO /7 

通信中にオンラインコマン 

/7=0 :オンラインコマンドモードからオン 

ATO 


ドモードから、オンライン 
データモードに戻ります。 

ラインデータモードに戻す(省略巧） 

CONNECT 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATQ /7 

DTE への U ヴルトコードを 

n=Q : U ヴルトコードを表示する湖期値） 

ATQ 0 


表示するかどラか設定しま 

/7=1 : U ヴルトコードを表示しない 

0 K 


す。 


ATQ 1 

(このとき、 0 K は応答 

松 F ] [& W ] 



されません） 

ATS 0=/7 

FOMA 端末び自動着信する 

/7=0 :自動着信しない（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

/7= 1-2 已已：指定した U ング回数で自動着 

OK 


します。 

信する 

ATSO ? 



ATS 0? :現在の設定値を表示する 

000 

松 F ] [& W ] 



OK 

ATS 2=/7 

エスケープキャラクタの設 

77=43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

77=127 :エスケープ処理は無効 

OK 



ATS 2? :現在の設定値を表示する 

ATS 2? 

043 

松 F ] 



OK 

ATS 3=/7 

キャ U ッジ U 夕ーンにの 

/7=13 :初期値（/7=13のみ指定巧） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を斤いま 

ATS 3? :現在の設定値を表示する 

OK 


す。 


ATS 3? 

013 

松 F ] 



OK 

ATS 4=/7 

ラインフィード （ LF ) キャ 

/7=10 :初期値 （/?= 10のみ指定巧） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? :現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 4? 

010 

松 F ] 



OK 

ATS 5=/7 

バックスぺース旧 S ) キャ 

/7=8 :初期値 （77=8 のみ指定巧） 

ATS 已 =8 


ラクタの設定を行います。 

ATS 已？：現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 5? 

008 

松 F ] 



OK 

ATS 6=/7 

ダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドは設定でさますび、動作はいたし 

ATS 日=已 


時間（秒）を設定します。 

ません。 

OK 

ATS 6? 

00已 

OK 

ATS 6 = ? 

松 F ] 



ERROR 

ATS 8=/7 

カンマダイヤルによるポー 

本コマンドは設定でさますび、動作はいたし 

ATS 8=3 


ズ時間（秒）を設定します。 

ません。 

OK 

ATS 8? 

003 

OK 

ATS 8 = ? 

松 F ] 



ERROR 

ATS ] 0=/7 

自動切断遅延時間設定 

本コマンドは設定でをますび、動作はいたし 

ATS 10=1 


(1/10 秒） 

ません。 

OK 

ATS 10? 

001 

OK 

ATS 10 = ? 

に F ] 松 W ] 



ERROR 

ATS 30=/7 

ユーヴデータの送受信びな 

n 二0 .. 不活動タイマオフ（初期値） 

ATS 30=0 


い場合、この時間で切断し 

/7=0〜2已已 

OK 


ます。 

のは分単位で設定します。 

ATS 30? 

000 

OK 




ATS 30=? 

に F ] 



ERROR 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 103=/? 

着サブアドレスキャラクタ 
を設定します。 

/7=0 : * 
n 二、-.1 湖期値） 

^=2: ¥ (¥ マークあるいはバックスラッ 
シュ） 

ATS 103=0 

OK 

ATS 103? 

000 

OK 

松 F ] 



ATS 103=? 

ERROR 

ATS 104=/? 

発サブアドレスキャラクタ 
を設定します。 

77=0 : # 

n = 1:%湖期値） 
n 二を..も 

ATS 104=0 

OK 

ATS ]04? 

000 

OK 

松 F ] 



ATS ] 04=? 

ERROR 

ATV /7 

松 F ] に W ] 

すべての U ヴルトコードを 
数字表記または英文字表記 
に設定します。 

n =0 : U ヴルトコードを数値で返送する 
/7=1: U ヴルトコードを文字で返送する 
湖期値） 

ATVl 

OK 

ATXn 

に F ] に W ] 

接続時の CONNECT 表示に 
速度表示の有無を設定しま 
す。 

また、ビジー!-ーン、ダイ 
ヤル!''ーンの検出を行いま 
す。 

/7=0 :ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー 

1''ーン検出なし、速度表示なし 
/7=1:ダイヤル!''ーン検出なし、ビジー 
トーン検出なし、速度表示あり 
/7=2 :ダイヤル!-ーン検出あり、ビジー 

1-ーン検出なし、速度表示あり 
/7=3 :ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー 
トーン検出あり、速度表示あり 
/7=4 :ダイヤル!-ーン検出あり、ビジー 

1''ーン検出あり、速度表示あり 
湖期値） 

ATX ] 

OK 

ATZ 

設定を不揮発メモ U の内容 
に IJ セットします。 

通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 


(オンラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

N 0 CARRIER 
(オフラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

0 K 

+++ 

オンラインデータモードの 
とさ、エスケープシーケン 
スび実行されると回線を切 
断することなくオンライン 
コマンド状態に移ります。 


(オンラインデータモード） 
+++(表示は見えない） 
0 K 
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■動作しないコマンド 

政下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンドの動作はしません。 

.ATT ( I -- ン設定） 

- ATP (パルス設定） 

■コマンド名： +CGDCONT 
-概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U 
セットわ行われません。 

. 圭式 

+ CGDCONT 二 [< cid >[ ," PPP "[ ,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は!;のコマンド実行例を参照してください。 

< cid >^：] 〜] 0 
< APN > ※：任意 

※：く cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は]〜] 0び登録できます。く cicl >=] には mopera . ne . jp び、 < cicl >=3 には mopera . net び初期値として登 
緑されていますので、 cid は2または4〜] 0に設定します。 

く APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGDC 0 NT 二：すべてのく cid > に巧し初期値を設定します。 

+ CGDCONT =< cid >： 指定されたく cicl > を初期値に設定します。 

+ CGDC 0 NT 二？：設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGDC 0 NT ?： 現在の設定を表示します。 

•コマンド実行例 

abc といラ APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び2の場合） 

AT+CGDCONT 二 2,’’ PPP ’’，’’ abc ’’ 

OK 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

•概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基準 
値を登録します。 

設定パターンは、政下のコマンド実行例に記載されている4パターンび設定できます。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書さ込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U 
セットわ行われません。 

. 童式 

+ CGEQMIN =[< cid >[ ,，く Maximum bitrate UL >[ ,<Maximum bitrate DL >]]] 

-パラメータ説明 

く加〉※：1〜10 

く Maximum b け rate UL > ※：なし（初期値）または日4 
く Maximum bitrate DL > ※：なし（初期値）または384 

※：く cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は]〜] 0び登録できます。く cid >=] には mopera . ne . jp び、く cid 〉 二3には mopera . net び初期値として登 
緑されていますので、 cid は2または4〜] 0に設定します。く Maximum bitrate UL > および <Maximum 
bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 [ kbp 引の設定です。なし湖期値） 
の場合はすべての速度を許容しますび、日4および384を設定した場合はこれらの値政がでの速度の接続は 
許容しないため、パケット通信びつなびらない場合びありますのでごを意<ださい。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGE 日 MIN = :すべてのく cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGE 日 MIN = く cid > :指定されたく cid > を初期値に設定します。 

+ CGE 日 MIN =? :設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 
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. コマンド実行例 

政下の4パターンのみ設定でさます。 （1) の設定び各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り日 4 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合の〕マンド （ cid び4の場合） 

AT + CGEQMIN =4„ 64,384 

OK 

(3) 上り日 4 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid び已の場合） 

AT + CGEQMIN =5,,64 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid び日の場合） 
AT + CGEQMIN =6 …384 

0 K 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

* 概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS (サービス品質）を設定します。 

設定は政下のコマンド実行例に記載されている]パターンのみで初期値としても設定されています。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U 
セットわ行われません。 

. 圭式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

-パラメータ説明 

く ci が：1〜10 

※：く cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は]〜]0び登録でさます。 

< cid >= l には mopera . ne . jp び、く cid >=3 には mopera . net び初期値として登録されていますので、 cid は 
2または4〜] 0に設定します。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = :すべてのく cicl > に対し初期値を設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定されたく cicl > を初期値に設定します。 

+ CGEQREQ =? :設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

. コマンド実行例 

政下の]パターンのみ設定でさます。各 cid に初期値として設定されています。 

上り日 4 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要ホする場合の〕マンド （ cid び2の場合） 

AT + CGEQREQ =2 

OK 

モデムポートコマンドの設定値の保をについて 

AT + CGDCONT 〕 マンドによる接続先 ( APN ) 設定 （ P .33) 、 AT + CGEQMIN/AT + CGEQREQ コマンドに 
よる QoS 設定 、 AT * DGAPL/AT * DGARL/AT * DGANSM コマンドによる着信許可 • 拒否設定および AT * 
DG 円 R コマンドによるパケット通信の番号通知/非通知の設定を除さ、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端末の 
電源 OFF / ON 時に初期化されてしまいますので、ごを意ください。なお、 [& W ] びついているコマンドについて 
は、設定後に 

AT&W 图 

と入力することにより保存でさます。このとさ、 [& W ] びついているほかの設定値わ同時に保をされます。これら 
の値は、電源 OFF / ON 後であってわ、 

ATZ 图 

と入力することにより、設定値を呼び戻すことびでさます。 
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■ データ通信に関するリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでさません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでをません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です。 

101 

DELAYED 

1」ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• &E 日の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

121 

CONNECT 32000 

FOMA 端末一基地局間速度32,000 bps で接続しました。 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間速度日4,000 bps で接続しました。 

]2已 

CONNECT 384000 

FOMA 端末一基地局間速度384,000 bps で接続しました。 


- &E1 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

已 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度]，200 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度2,40加 PS で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末一 PC 間速度4,800 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末一 PC 間速度7,200 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度9,目00 bps で接続しました。 

]已 

CONNECT 14400 

F 0 MA 端末一 PC 間速度^4,400 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度19,20加 PS で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度3致400 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 已7600 

FOMA 端末一 PC 間速度日7,目00 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 1 ]已200 

FOMA 端末一 PC 間速度]巧，200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度230,400 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度4日0,800 bps で接続しました。 
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■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続 ( BC=UDk + CBST =1 16,1,0) 

2 

AV 32 K 

AV (テレビ電話） [32 K ] で接続 

3 

AV 64 K 

AV (テレビ電話） [64 K ] で接続 

已 

PACKET 

パケットで接続 


おし6せ 


♦ ATV つコマンド （ P . 已 3) び/ 7=] に設定されている場合には文字表示形式（初期値）、つ=0に設定されている 
場合には数字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は 
FOMA US 目接続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

♦「 RESTR に TI 0 N 」 （数字表示； ] 00) び表示された場合には、通信ネットワークび混雑しています。しばらく 
してから接続し直してください。 


■ ATX0 び設定されている場合 

AT ¥ V /7 コマンド （ P . 已 1) の設定に関係なく接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1 

■ ATX1 び設定されている場合 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合烟期値） 

接続完了のとさに 、 CONNECT く FOMA 端ホー PC 間の速度>の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V ] び設定されている場合※ 

接続完了のとさに、政下の書式で表示します。 

CONNECT < F 0 MA 端末- PC 間の速度> PACKET く接続先 APN > / く上り方向 （ FOMA 端ホー無線基地局間） 
の最高速度>/く下り方向（ド01\/1八端ホ^無線基地局間）の最高速度> 

政下の例は、 mopera . ne . jp に、送信最大目 4 kbps 、 受信最大 384 kb | DS で接続したことを表します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 PACKET mQpera.ne.jp /日4/384 
数字表示例 ； ATD * 99 * * * ] # 

1 21 已 

※： ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しく行えない場合びあります。 AT ¥ V 0 だ 
けでのご利用をおすすめします。 
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■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN びを在しないか、ちしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要ましたサービスオプションは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手側び呼出中のため通信びでさません。 

21 

相手側び通信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプシヨンび有効ではありません。 

巨已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 
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